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教育目標と本年度の重点目標の評価 
 

学校の教育理念・目標 

 

総括 

令和５年度重点目標 重点目標・計画の達成状況 

 

課題と解決方策 

志魂医才」 

本校の創立以来掲げてきた教育理念で

あります。 

豊かな教養とプロフェッショナルな医

療人としての技術を持ち、愛情と誇り

を持って超高齢化社会に向かっている

国民の 0 歳から 100 歳までの健康

な生活に寄与し、社会貢献できる人材

の育成を目指す。 

豊かな教養とプロフェッショナルな医

療人としての技術を持ち、国民の健康

に寄与できる人材の育成のため「挨拶」

「感謝」「感動」「責任」を重んじる教

育目標。 

１．人格の形成 

（１）他人への思いやり、自分の可能

性を最大に伸長しようとする謙虚さ 

と誠実さを涵養する 

１．授業改善のための研究会の実施 

２．資格試験全員合格に向けた組織

的対策の実施 

３．卒業後の進路指導の一つとして

の企業説明会の改善実施 

４．地域と連携し、各種イベント等

への積極的参加 

 

１．主体的な授業研究会を前年度に引

き続き実施。学科内外の多くの教員が

参加した結果、それぞれの授業の現状

と課題を共有して改善の方向性が一

層 

明確になった。 

２．資格試験合格に向け、各学科とと

もに組織的な対策を講じ、試験の傾向

分析をし、計画的に進められた。 

３．キャリアサポートセンターを中心

とした企業説明会の企画・運営が行わ

れ、学生の積極的な参加につながっ

た。 

４．主催事業としてのシンポジウムや

フォーラムを始め地域と連携してチ

ャリティイベントなどを行った。 

特に無し 

 
最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 校 長 赤 木 恭 平 
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基準１ 教育理念・目的・育成人材像 【平均評定：４．０】 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教育理念と目標・ビジョンに関して日常的に教職員・学生も意識するような

環境作りを行っている。 

 

 

 

 
最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 校 長 赤 木 恭 平 



3 

1-1 （1/1） 

1-1 理念・目的・育成人材像 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

1-1-1 理念・目的・育成

人材像は、定められて

いるか 

理念や教育目標・目的に基づい

た人材像「プロフェッショナル

な医療人」の育成を目指す 

 

定められている。 特に無し。  

1-1-2 育成人材像は専

門分野に関連する業界

等の人材ニーズに適合

しているか 

課程（学科）毎に関連業界等が

求める知識・技術・技能・人間

性等人材要件を明確にする。 

明確にしている。 特に無し。  

1-1-3 理念等の達成に

向け特色ある教育活動

に取組んでいるか 

全学科において０歳から１０

０歳まで動ける身体づくりを

サポートできる人材の育成を

目指している。 

取り組んでいる。 特に無し。  

1-1-4 社会のニーズ等

を踏まえた将来構想を

抱いているか 

医療・スポーツの側面から社会

のニーズに応えるための構想

を抱く。 

取り組んでいる。   

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

理念やビジョンは教職員だけでなく学生に共有できるよう 、 入学式からイ

ベントや行事でも常に伝達できるよう心がけ、一体となって達成に向かって

いく方向です。 

 

 
最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 校 長 赤 木 恭 平 
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基準２ 学校運営 【平均評定：４．０】 
 

大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

毎朝の職員朝礼による情報の共有の徹底など、 毎日を滞りなく運営していく

ための施策など、また毎月行う管理者会議による情報の共有などを通して体

制を整えている。 

さらに、日報制度による日々の学生の様子や教職員の情報を各部署の長が取

りまとめ、校長が吸い上げるような仕組みとしている。 

 

 

 
最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 校 長 赤 木 恭 平 
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2-2 （1/1） 

2-2 運営方針 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-2-1 理念に沿った運

営方針を定めているか 

常に理念を意識し、運営方針を

文書化することで教職員に周

知する。 

周知できている。 特に無し。  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校の教育理念だけでなく、法人の理念も周知し、理念に沿った行動ができ

るように努めている。 

 

 

 
最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 校 長 赤 木 恭 平 
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2-3 （1/1） 

2-3 事業計画 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-3-1 理念等を達成す

るための事業計画を定

めているか 

短期・中期の計画を策定する。

執行体制、業務分担等を明確に

する。 

明確にしている。 特に無し。  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

  

 

 
最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 校 長 赤 木 恭 平 
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2-4 （1/1） 

2-4 運営組織 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-4-1 設置法人は組織

運営を適切に行ってい

るか 

適切に理事会・評議員会を行い

組織運営の為の審議を行う。 

また適宜、寄附行為の改正を行

う。 

定例の理事会・評議員会の開催

および寄附行為の変更および

登記手続きを行っている。 

特に無し。  

2-4-2 学校運営のため

の組織を整備している

か 

学校運営に必要な事務及び教

学組織を整備する。 

必要な委員会組織等会議体を

整備する。 

学校運営や教学の状況を共有

するために、月に一度、管理者

会議を行っている。 

特に無し。  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

規程や規則等は作成しており、なおかつ更新していくようにしている。また、理 

事会・評議員会等も定期的に開催しており、滞りなく行っている。 
 

 

 

 
最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 事務局長 西 田 真 紀 
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2-5 （1/1） 

2-5 人事・給与制度 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-5-1 人事・給与に関す

る制度を整備している

か 

採用計画、昇任昇級基準を明確

化し、適切な人事考課を行う。 

適切な評価を行うため、評価基

準に加え、面談を取り入れてい

る。 

特に無し  

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

人事考課に関して、毎年より良いものを更新している。 

 

外部コンサルタントと評価制度を策定中である。 

 

 

 
最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 事務局長 西 田 真 紀 
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2-6 （1/1） 

2-6 意思決定システム 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-6-1 意思決定システ

ムを整備しているか 

教務・財務等の意思決定の権限

を規則・規定等で権限等を明確

にする。 

全ての事項において、書面で意

思決定ができるように稟議等

の回付を行っている。 

特に無し。  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教務および財務にかかる意思決定システムは構築されているものの、これを規 

則や規程において、さらに詳細に規定する必要がある。 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 事務局長 西 田 真 紀 
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2-7 （1/1） 

2-7 情報システム 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

2-7-1 情報システム化

に取組み、業務の効率

化を図っているか 

情報管理システムを 構築し

てリアルタイムに管理を行っ

ている。 

業務に支障を来さない限り、現

行制度を継続する。 

 

型式が古くなった PC の入れ

替え作業を検討 

 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

一昨年サーバーのリプレイスを実施し、リプレイス実施以降は大きなトラブ

ルは発生していません。教職員の PC に型式の古いものがあるので入れ替え

を検討しております。 

 

 

 
最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 IT 事業部  千田 直哉 
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基準３ 教育活動 【平均評定：３．８】 
 

3-8 （1/1） 

3-8 目標の設定 

 

柔道整復学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-8-1 理念等に沿った

教育課程の編成方針、

実施方針を定めている

か 

「志魂医才」の理念に基づき、

豊かな教養とプロフェッショ

ナルな技術を持ち、日本国民の

真の健康に寄与できる人材の

育成 

成績向上の為、授業以外での

特別講義の実施、学内外への現

場実習の実施、担任による定期

的な進路相談の実施等 

1 年次の専門科目への苦手意

識の克服、勉強の習慣化 

解決方向：入学後から、授業

外の特別講義を実施。個別のサ

ポート体制を取る。 

学科会議議事録 

 

3-8-2 学科毎の修業年

限に応じた教育到達レ

ベルを明確にしている

か 

基礎科目、専門基礎分野、専

門分野、段階を踏んだカリキュ

ラムの構成 

学生便覧に明記し、新学期ご

とにオリエンテーション内で

各講義の狙いと到達レベルに

ついて説明を実施している。 

なし 学生便覧、学事日程、時間割 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

定期的に実施している学科会議内で、教育理念やビジョン、行動指針が共有

されている。その中で、各教員で話合いを重ね、教育方針・到達レベルはど

こかを定め、明記している。各担任を通じて、学生への共有を行う。 

なし 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 社 由洋 
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鍼灸学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-8-1 理念等に沿った

教育課程の編成方針、

実施方針を定めている

か 

教育理念に準ずる 挨拶、感謝ができ、責任を持

てる学生を育成 

医療人としての知識と技術、 

心のバランス。 

バランスよく教育する。 

学生便覧、HP 

3-8-2 学科毎の修業年

限に応じた教育到達レ

ベルを明確にしている

か 

教育課程に準ずる 基礎、応用、臨床と段階を 

経た教育 

進行速度が適正か。 

座学も実技も補習等を行い 

ながら実施 

学生便覧、HP 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教員等に対する挨拶、授業準備等の自主性、座学と実技に関する習得度を 

補正する補習や寺子屋などの実施。 

担任制の導入。国家試験対策での寺子屋制度導入。 

実技室開放による技術力向上と人間性の育成。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 馬男木亨 
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理学療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-8-1 理念等に沿った

教育課程の編成方針、

実施方針を定めている

か 

ディプロマポリシーに則る 授業シラバスを作成してい

る 

なし 理学療法学科授業シラバス 

3-8-2 学科毎の修業年

限に応じた教育到達レ

ベルを明確にしている

か 

カリキュラムマップに則る 授業シラバスに授業目標や到

達度評価を明文化している 

なし 理学療法学科授業シラバス 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

授業実施に先立ちディプロマポリシーに則ったカリキュラムマップを作成

し、カリキュラムマップに準じて授業シラバスにて各科目の到達度を明文化

している。 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 永野忍 
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作業療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-8-1 理念等に沿った

教育課程の編成方針、

実施方針を定めている

か 

教育理念に準ずる。 ホームページ、学生便覧で公

表している。 

なし ホームページ 

学生便覧 

3-8-2 学科毎の修業年

限に応じた教育到達レ

ベルを明確にしている

か 

教育理念に準ずる。 授業シラバスに授業目標、評

価基準を明文化している。 

なし 授業シラバス 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

３つのポリシー（ディプロマポリシー、カリキュラムポリシー、アドミッシ

ョンポリシー）を策定し明文化する。 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 峯﨑 佳世子 
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看護学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-8-1 理念等に沿った

教育課程の編成方針、

実施方針を定めている

か 

教育課程の編成方針、実施方

針を文書化する。 

看護学科シラバスに教育理

念を踏まえて、3 つのポリシー

を明記している。 

なし 看護学科シラバス 

3-8-2 学科毎の修業年

限に応じた教育到達レ

ベルを明確にしている

か 

看護学科の目標とする教育到

達レベルを明示する。 

教育理念を踏まえて、教育目

的・目標を明確にしており、そ

れから、各学年の到達目標を作

成している。 

なし 看護学科シラバス 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

看護学科シラバスに教育理念を踏まえ、ディプロマポリシー・カリキュラム

ポリシー・アドミッションポリシーを明記し、各学年の到達目標を作成して

いる。 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 小山京子 
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歯科衛生学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-8-1 理念等に沿った

教育課程の編成方針、

実施方針を定めている

か 

本校および歯科衛生学科の教

育理念、教育目標に則る。 

学科の「教育理念」「教育目

標」を基に、カリキュラムポリ

シー、ディプロマポリシーを設

定している。 

カリキュラムポリシー」やディ

プロマポリシーが周知されて

いないため、HP や授業要綱等

に明文化する必要がある。 

・歯科衛生学科授業要綱 

3-8-2 学科毎の修業年

限に応じた教育到達レ

ベルを明確にしている

か 

歯科衛生学教育コア・カリキュ

ラムおよび本学科のディプロ

マポリシーに則る。 

歯科衛生学教育コア・カリキ

ュラムに示された到達目標を

達成するために適切な科目、最

適な順番を設定したカリキュ

ラムを展開している。 

なし。 ・歯科衛生学教育コア・カリキ

ュラム-教育内容ガイドライン 

・授業シラバス 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

歯科衛生学教育コア・カリキュラムに示された教育内容を精選し、本校学生

が歯科衛生士としての基本的な資質と能力を養成するために、卒業までに身

につけておくべき実践能力（知識・技術・態度）を明確にしている。 

歯科衛生学教育の一定水準の質の担保だけでなく、本校の教育理念、教育目

標を踏まえた独自の教育プログラム（生涯健康スポーツ論Ⅰ・Ⅱの履修や、

生涯健康スポーツトレーナー資格取得など）を設定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長補佐  五十嵐 比奈子 
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生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-8-1 理念等に沿った

教育課程の編成方針、

実施方針を定めている

か 

理念に基づいた学科の教育目

標を明確に定め、学生に周知す

る。 

HP に教育目標と 3 つのポリ

シーを公表している。 

学生にも周知している。 

なし 介護福祉学科授業シラバス

HP パンフレット 

3-8-2 学科毎の修業年

限に応じた教育到達レ

ベルを明確にしている

か 

日本介護福祉士養成協会が作

成している教育方針に従い、シ

ラバスに科目の目的、教育内容

を明確に定め達成できるよう

に取り組んでいる。 

授業シラバスに授業目標や到

達度評価の方法を学生に周知

している。 

なし 介護福祉学科授業シラバス 

HP パンフレット 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

本校が定めた教育目標を達成するため、今後とも学科運営を行っていく。日

本の社会で必要となる専門的で実践的な知識および技術を修得し、即戦力と

して活躍できる人材の育成を目指していく。 

日本の文化にも触れられるような授業や、日本語を学ぶ学習会を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 石橋 真由美 
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アスレティックリハビリテーションスポーツトレーナー学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-8-1 理念等に沿った

教育課程の編成方針、

実施方針を定めている

か 

本校の理念に基づき、スポーツ

業界に貢献していく人材育成

をしていくことを目標として

いる。 

競技スポーツから生涯スポー

ツ、子どもから高齢者までを指

導対象としたカリキュラムの

運営を実施している。 

特になし。  

3-8-2 学科毎の修業年

限に応じた教育到達レ

ベルを明確にしている

か 

授業の最終講で試験を実施し

ており、学生らの理解度を確認

していくようにしている。 

すべての科目において、評価基

準を明確にし、最終評価を実施

している。 

特になし。  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 寺本 敦司 
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整体セラピスト学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-8-1 理念等に沿った

教育課程の編成方針、

実施方針を定めている

か 

整体セラピストとしての心

得、医学的な基礎知識と身体の

ケアに関する様々な技術を習

得する。また、社会貢献を通し

て社会人基礎力を身につける。 

授業では繰り返し基礎を学

び、サロンシミュレーションに

て実践を積む。また、サロンシ

ミュレーションの実施にあた

り、在り方・理念・目標を決め

るチームビルディングを行う。

実施後は振返りをし、次回の改

善に努めてる。 

 なし  

3-8-2 学科毎の修業年

限に応じた教育到達レ

ベルを明確にしている

か 

カリキュラムポリシー、ディ

プロマポリシーにて明確にし

ている 

基礎分野では解剖学・生理

学、専門基礎分野では整体セラ

ピスト学・ボディケア理論、専

門分野ではボディケア実習を

設定し知識と技術が連動して

学べるよう工夫している。 

なし  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

知識や技術の習得のみではなく、サロンシミュレーションにて実践を積む。

また、学生の振返りやアンケートなどから改善点について学生リーダーを中

心に話し合い顧客満足度の向上に努める。 

なし 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 蓑田 のり子 
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日本語学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-8-1 理念等に沿った

教育課程の編成方針、

実施方針を定めている

か 

理念に基づいた学科の教育目

標を明確に定め、学生に周知し

ている 

HP に公表している 外国人向けに改めて HP を

整備する必要がある。 

ＨＰ 

3-8-2 学科毎の修業年

限に応じた教育到達レ

ベルを明確にしている

か 

シラバス上に科目の目的、教

育内容を明確に定めている。 

シラバス上に記載されてあ

る。 

毎年改良、検討をしていく必

要がある。 

シラバス 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教育目標のもとに学科運営を行っていく。外国人の多様なニーズを把握し、

それを教育に盛り込み、活躍できる人材を育成していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 髙野 徳一 
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ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-8-1 理念等に沿った

教育課程の編成方針、

実施方針を定めている

か 

理念に基づいた学科の教育目

標を明確に定め、学生に周知す

る。 

HPに教育目標と3つのポリシ

ーを公表している。 

なし HP、パンフレット 

3-8-2 学科毎の修業年

限に応じた教育到達レ

ベルを明確にしている

か 

シラバス上に科目の目的、教育

内容等を明確に定め実現に向

け取り組んでいる。 

シラバス上に記載している。オ

リエンテーションを通じて、学

生へ周知している。 

なし HP、シラバス 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

本校が定めた教育目標を達成するため、今後とも学科運営を行っていく。日

本の社会で必要となる専門的で実践的な知識および技術を修得し、即戦力と

して活躍できる人材の育成を目指していく。 

ホスピタリティ関連の授業・実習の他に日本語（留学生）、英語などの語学教

育やパソコン・商業理論などのビジネス系の授業を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 久保 佑生 
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3-9 （1/1） 

3-9 教育方法・評価等 

 

柔道整復学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-9-1 教育目的・目標に

沿った教育課程を編成

しているか 

学科長を初め、学科教員で定期

的に学科会議・教育課程編成委

員会を実施。その際、教育目

的・目標の共有、教育編成を行

う。 

 

基礎科目、専門基礎分野、専門

分野、学年別の習熟段階を考

え、話合い、カリキュラムの構

成を組んでいる。 

 

なし 学科会議議事録 

3-9-2 教育課程につい

て、外部の意見を反映

しているか 

教育課程編成委員会で業界団

体の理事や業界の代表取締役

を招いて、定期的に外部の意見

を反映させる。 

年に 2 回、教育課程編成委員

会の実施、その後、学科会議を

数回実施し、意見を取り入れた

カリキュラムの考案。 

なし 教育課程編成委員会議事録 

3-9-3 キャリア教育を

実施しているか 

豊かな教養とプロフェッショ

ナルな技術の習得だけでなく、

医療人として相応しい人間性

の育成。 

臨床実習や就職セミナー等、

学外における学習、学内におけ

るマナー教育を実施している 

なし シラバス、学外セミナー参加者

一覧表 

3-9-4 授業評価を実施

しているか 

全科目において実施してい

る。 

成績判定後、授業評価を実施

している。 

休学者、退学者に対して実施

できていない。 

授業評価アンケート 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

半期ごとに実施される教育課程編成委員会にて、業界団体理事や代表取締役

を招き、学科の教育課程についてご報告し、ご意見を頂く。頂いたご意見に

基づき、学科教員で会議を重ね、教育課程を編成している。 

なし 

 
最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 社 由洋 
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鍼灸学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-9-1 教育目的・目標に

沿った教育課程を編成

しているか 

学生便覧に準ずる ステップアップ方式を実施 臨床科目の難易度。 

基礎科目の反復練習により 

学力の向上を図る。 

学生便覧、HP、シラバス 

3-9-2 教育課程につい

て、外部の意見を反映

しているか 

教育課程編成員会の提言を 

反映 

臨床現場から得られる情報 

や考えを教育現場に反映 

教育現場と臨床現場でのギ 

ャップ。 

臨床現場で働いている先生 

の授業を取り入れる。 

第１回・第２回教育課程編成員

会議事録 

3-9-3 キャリア教育を

実施しているか 

企業説明会を実施 企業説明会の参加や企業へ 

の見学等に参加 

就活のタイミング。 

速い段階で内定を得られる 

よう指導している。 

企業説明会 

3-9-4 授業評価を実施

しているか 

授業評価アンケートを実施 前期・後期で実施 アンケート内容に対する 

フィードバック。 

上長との面談する。 

前期・後期の教員評価アンケー

ト 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

豊かな教養とプロフェッショナルな医療人としての技術、愛情と誇りを持っ

て国民の真の健康に寄与できる人材を育成するため、教育課程とともに、教

育課程編成員会いただいた提言を反映させた教育の実施。 

教育課程編成員会の年２回の実施。 

企業説明会の実施。 

授業評価アンケートの年２回の実施。 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 馬男木亨 
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理学療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-9-1 教育目的・目標に

沿った教育課程を編成

しているか 

カリキュラムポリシーに則る カリキュラムマップを作成

し、基礎科目、専門基礎科目、

専門科目に分配する。 

なし 学則別表授業科目一覧 

3-9-2 教育課程につい

て、外部の意見を反映

しているか 

実践性のある教育の充実 教育課程編成委員会の意見

を反映している 

卒業生からの意見聴取を行

い、教育課程へ反映する 

教育課程編成委員会議事録 

3-9-3 キャリア教育を

実施しているか 

臨床実習によるキャリア教育

を実施する 

見学実習、評価実習、総合臨

床実習においてキャリア教育

を実施している 

介護領域、障害福祉領域の実

習施設の不足があるため、登録

実習施設の増加を行う。 

学則別表授業科目一覧 

3-9-4 授業評価を実施

しているか 

授業内容、授業方法の充実 授業終了並びに単位認定に

かかる試験実施後に、授業評価

を実施している 

授業評価の供覧による他の

教員の意見聴取を実施する。 

授業評価アンケート 

授業評価フィードバック票 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

カリキュラムポリシーに則った授業を実施し、資格取得後のキャリア教育を

観点にした臨床実習の充実を図る。更なる授業の充実のため、授業評価フィ

ードバック票を活用する。 

なし 

 

 

  

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 永野忍 
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作業療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-9-1 教育目的・目標に

沿った教育課程を編成

しているか 

カリキュラムポリシーに則

る。 

カリキュラムツリー及びシ

ラバスを作成している。 

なし 学生便覧 

ホームページ 

シラバス 

3-9-2 教育課程につい

て、外部の意見を反映

しているか 

キャリア教育・実践的な職業

教育の充実を図る。 

教育課程編成委員会を年に

２回実施し、外部からの意見を

取り入れている。 

なし 教育課程編成委員会議事録 

3-9-3 キャリア教育を

実施しているか 

学生の社会的・職業的自立を

目指し、必要な能力を身に付け

る。 

臨床実習においてキャリア

教育を実施している。 

実習施設の確保。 シラバス 

3-9-4 授業評価を実施

しているか 

授業内容や授業方法などの授

業の質の向上を目指す。 

学生による授業評価アンケ

ートを実施後、教員によるフィ

ードバックを作成している。 

なし 授業評価アンケート 

授業評価アンケートフィード

バック 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

キャリア教育や、より実践的な職業教育を意識したカリキュラムを作成し、

授業評価を通して振り返りを実施する。 

なし 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 峯﨑 佳世子 
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看護学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-9-1 教育目的・目標に

沿った教育課程を編成

しているか 

授業科目の目標に照らし、適

切な教育内容を提供する。 

 

シラバスに基づいて、適切な

教育内容を提供している。 

教育内容の精度を高めるた

め、教育内容についての定期的

な学習会の開催等を検討して

いく。 

看護学科シラバス 

3-9-2 教育課程につい

て、外部の意見を反映

しているか 

教育課程の編成及び改定にお

いて、関連する業界・機関等の

意見聴取や評価を行う。 

教育課程編成委員会の外部

講師からのご指摘や実習病院

等より、評価を頂くようにして

いる。 

なし 教育課程編成委員会議事録 

3-9-3 キャリア教育を

実施しているか 

キャリア教育を行うための教

育内容・教育方法・教材等につ

いて工夫する。 

各専門領域の授業において、

各学年に応じた内容で工夫し

ている。 

授業で実施している内容に

ついて、教員間での共有化を行

っていく。 

 

3-9-4 授業評価を実施

しているか 

学生に対するアンケート等の

実施など、授業評価を行う。 

教務部との連携による授業

評価を実施している。 

なし 授業評価アンケート 

授業評価フィードバック票 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

シラバスに基づいて適切な教育内容を提供し、教育課程編成委員会の外部講

師からのご指摘や実習病院等より評価を頂いたうえで、授業内容の構築を行

っている。 

なし 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 小山京子 
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歯科衛生学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-9-1 教育目的・目標に

沿った教育課程を編成

しているか 

本学科のカリキュラムポリシ

ーに則る。 

全教員が，どのような教育を

行い、どのような人材を輩出す

るのかを共通理解したうえで、

教育課程を編成している。 

なし。 ・学則別表 10 授業科目一覧 

3-9-2 教育課程につい

て、外部の意見を反映

しているか 

業界における人材の専門性の

動向、新たに必要となる知識・

技術・技能等を把握、分析した

上で、専門課程を編成する。 

教育課程編成委員会を年2回

実施し、その中でいただいた提

言を教育課程へ反映している。 

広く外部の意見を聴取する

ために、臨床実習施設からの意

見反映も検討したい。 

・教育課程編成委員会議事録 

3-9-3 キャリア教育を

実施しているか 

自己の将来像を描き、その具 

現化に向けて行動する能力や

態度を育てる。 

臨床実習・臨地実習を通し

て、様々な歯科衛生士の活動の

場を経験することで、キャリア

形成の検討につなげている。 

退学防止の観点から、臨地・

臨床実習に限らず、入学当初か

らのキャリア教育を体系化す

る必要がある。 

・授業シラバス 

 

3-9-4 授業評価を実施

しているか 

適切な授業運営、授業理解度

等の効果測定を行う。 

授業アンケートを前期、後期

に実施し、結果を各教員にフィ

ードバックしている。教員は結

果を振り返り所感や改善策を

提出している。 

非常勤講師へのフィードバ

ックが徹底できていない。 

・授業評価アンケート 

・授業評価フィードバック票 

・授業アンケートフィードバッ

ク改善点調査票 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教育理念やディプロマポリシーを基に設定したカリキュラムポリシーに則

り、教育課程を編成している。また、より実践的かつ専門的な職業教育の質

の確保および教育水準の維持向上に向け、業界、関係団体等との連携や、授

業方法の改善・工夫などを組織的に行っている。 

なし。 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長補佐  五十嵐 比奈子 
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生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-9-1 教育目的・目標に

沿った教育課程を編成

しているか 

カリキュラムポリシーに沿っ

て教育課程を編成している。 

年ごとに授業の内容を見直

し、次年度に活かせるよう検

討、実施している。 

留学生が多いため、日本語の

理解の差が多いことで授業が

進まないため、定期的に日本語

能力の確認を行い、指導してい

く。 

学則別表授業科目一覧 

3-9-2 教育課程につい

て、外部の意見を反映

しているか 

実践性のある教育の充実 

年 2 回 6 月 12 月に教育課

程編成委員会を実施している。 

教育課程編成委員会の外部

委員の意見を反映し、実践的な

教育ができるよう努めている 

卒業生からの意見聴取を行

い、教育課程へ反映する 

教育課程編成委員会議事録 

3-9-3 キャリア教育を

実施しているか 

社会的・職業的自立に向け１

年次から実践的な介護実習を

実施している。 

評価実習、介護実習において

実習指導者にも協力をいただ

きキャリア教育を実施してい

る。 

介護領域、障害福祉領域の実

習施設の不足があるため、登録

実習施設の増加を行う。 

学則別表授業科目一覧 

実習報告書 

3-9-4 授業評価を実施

しているか 

授業内容、授業方法の充実 授業終了並びに単位認定に

かかる試験実施後に、授業評価

を実施している 

授業評価の供覧による他の

教員の意見聴取を実施する。 

授業評価アンケート 

授業評価フィードバック票 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

カリキュラムポリシーに則った授業を実施し、国家資格取得を目指す。 

また介護福祉士としての知識・技術・倫理観を学び即戦力となる教育を展開

させる。 

 

介護実習指導者会議を学生交え実施 

障害者との交流（ボランティア活動）への参加 

地域清掃活動参加 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 石橋 真由美 
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アスレティックリハビリテーションスポーツトレーナー学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-9-1 教育目的・目標に

沿った教育課程を編成

しているか 

本学科で取得可能となる資格

カリキュラムに沿って、教育課

程を編成している。 

現状、資格取得スケジュールに

沿って、授業が展開されてい

る。 

資格取得合格に向けて、授業内

容の精査が必要となる。 

 

3-9-2 教育課程につい

て、外部の意見を反映

しているか 

年 2 回、教育課程編成委員会

を実施している。 

外部委員の先生方から意見を

伺っておりカリキュラム編成、

学生サポートに反映させてい

る。 

今後も教育課程編成委員会で

出された意見を反映させてい

きたい。 

教育課程編成員会議事録 

3-9-3 キャリア教育を

実施しているか 

学生らが自立した生活を過ご

していけるような授業内、授業

外でアプローチしている。 

学習スケジュールを学生らが

自ら作成し、その内容を教員と

共有して学習習慣を定着させ

ていけるようにしている。 

学習習慣の定着に時間がかか

っており、学生らに対しての動

機づけをどのように進めてい

くかが重要である。 

 

3-9-4 授業評価を実施

しているか 

前期・後期末に授業アンケー

トを実施している。 

教員らは授業アンケート結果

を踏まえ、授業運営の振り返り

を実施している。 

今後も授業アンケートの内容

を吟味していき、よりよい授業

運営を実施していく。 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

  

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 寺本 敦司 
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整体セラピスト学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-9-1 教育目的・目標に

沿った教育課程を編成

しているか 

カリキュラムポリシーにて明

確にし、整体セラピストとして

必要な基礎分野、専門基礎分

野、専門分野を学べるよう編成

している 

知識の習得のための基礎分

野、施術に関する専門基礎分

野、施術の実践などに関する専

門分野を設定し、習得状況に合

わせた講義を行っている。 

なし  

3-9-2 教育課程につい

て、外部の意見を反映

しているか 

教育課程編成委員会は実施し

てない。その為、外部意見とし

ては臨床現場実習先の担当者

より意見を頂き反映している。 

 

臨床現場実習にて、実習先の

担当者より学生の評価表にて

ご指摘などを受けることがで

きる。 

なし  

3-9-3 キャリア教育を

実施しているか 

社会人基礎力をもった人材の

育成を実施している 

学生自身の想いを明確にし、

サロンシミュレーションにお

けるチームビルディングを行

い、社会貢献や三方良しの精神

など、社会人としての基礎力を

もった人材の育成を実施して

いる 

なし  

3-9-4 授業評価を実施

しているか 

改善点を明確にし、より良い

講義にする 

評価の結果によって改善点

が明確になることで、学生がよ

り分かりやすい講義になるよ

う改善につなげている。 

なし  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

知識や技術の習得に限らず、社会人基礎力を気に付けることや地域貢献につ

いて学び、その実践として校内や校外にてサロンシミュレーションを実施。 

なし 

 

 
最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 蓑田 のり子 
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日本語学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-9-1 教育目的・目標に

沿った教育課程を編成

しているか 

ディプロマポリシーならびに

カリキュラムポリシー沿って

教育課程を編成している。 

毎年授業内容を見直し、改良

を検討している 

入国時点でもそうだが、途中

においても習熟度の差が出る

ので、補修や課題など細やかな

対応が必要になる 

 

3-9-2 教育課程につい

て、外部の意見を反映

しているか 

なし なし なし  

3-9-3 キャリア教育を

実施しているか 

日本における文化や礼儀、社

会的なルールなどを教え、日本

社会において自立して生活が

できるようにする 

授業や課外活動などで日本

社会を学ぶ機会を設けている 

もっと様々な経験をとおし

て学んでいくの望ましい 

 

3-9-4 授業評価を実施

しているか 

前期・後期、それぞれに授業

評価アンケートを実施してい

る 

アンケートの結果を各教員

が確認し、次の授業に生かすよ

うにしている 

なし  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

日本語教育界、外国人を取り巻く環境には様々な変化が訪れており、目の前

の学生に対応しつつ、新しいものを取り入れ、先を見据えた教育を実施して

いく。 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長  髙野 徳一 
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ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-9-1 教育目的・目標に

沿った教育課程を編成

しているか 

ディプロマポリシーならびに

カリキュラムポリシー沿って

教育課程を編成している。 

毎年、授業科目を見直し、業界

ニーズに合った教育ができて

いるか検討している。 

留学生の日本語力の差で授業

の習熟度が異なるため、補講を

実施する必要がある。 

学生便覧、HP、シラバス 

3-9-2 教育課程につい

て、外部の意見を反映

しているか 

年 2 回の教育課程編成委員会

を実施。 

外部からの意見を反映し、より

実践的な教育ができるよう努

めている。 

実技を行うための施設設備に

限界があるため、ホテル・企業

と連携し、実践的な教育を展開

させていく。 

教育課程編成委員会議事録 

3-9-3 キャリア教育を

実施しているか 

社会的・職業的自立に向け１年

次から必要な能力を身に付け

られるようキャリア教育を実

施している。 

業界の知識・技術を知るために

様々な校外学習を取り入れて

いる。 

知識・技術を身に付けるため継

続的にキャリア教育を実施で

きるよう体制作りを整備して

いく。 

実習報告書、実習日数 

3-9-4 授業評価を実施

しているか 

前期・後期末に授業アンケート

を実施している。 

授業アンケートの結果から教

員らは自身の授業を見直し、質

の向上に努めている。 

今後も必要に応じて授業内容

や学生指導に役立てていく。 

授業評価アンケート 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

今後も社会に出て役立つ知識や技術を身に付けるための教育を展開させてい

く。業界の動向を常に確認し、ニーズに合った授業や校外学習を実施する。 

ホテル宿泊実習、職業体験 

日本料理・フランス料理のテーブルマナー実習 

企業演習 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 久保 佑生 
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3-10 （1/1） 

3-10 成績評価・単位認定等 

 

柔道整復学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-10-1 成績評価・修了

認定基準を明確化し、

適切に運用しているか 

学生便覧に明記し、教員・学

生に周知徹底させる。 

オリエンテーション内で担

任による説明を行う。 

なし 学生便覧 

3-10-2 作品及び技術等

の発表における成果を

把握しているか 

症例報告発表内容をデータ、

書面にて提出させ、全教員で評

価し・共有する。 

全学年において、臨床実習後

に症例報告の作成、発表会を実

施している。 

内容をより現場に即したもの

へと変化させていく。 

 

臨床実習 症例報告データ 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

成績評価や終了認定基準については、学生便覧に明記し、且つ、担任から各

学生への説明が行われる。学生と教員間での誤差が出ない様、定期的に説明

を行っている。また症例報告作成やポスターセッション作成などを実施し、

学内発表会を実施している。 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 社 由洋 
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鍼灸学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-10-1 成績評価・修了

認定基準を明確化し、

適切に運用しているか 

学生便覧に準ずる 中間・期末試験を実施し、総 

合的に勘案して評価する。 

実施状況の確認 

年度末に成績判定会議を行 

っている。 

学生便覧 

3-10-2 作品及び技術等

の発表における成果を

把握しているか 

医療オリンピックの参加 希望者による医療オリンピ 

ックの参加及び見学 

１年次からの技術の研鑽 接骨院振興協同組合 HP 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学科長等による定期試験内容の確認、科目担当教員と担任との情報共有も 

よる円滑な運用を実施。 

科目担当、担任、学科への報告、成績判定会議と複数の精査を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 馬男木亨 
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理学療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-10-1 成績評価・修了

認定基準を明確化し、

適切に運用しているか 

成績評価の基準について、学

則等に規定するなど明確にし、

かつ、学生等に明示する。 

学則等に則り、授業シラバス

に成績評価基準を明文化して

いる。 

なし 理学療法学科授業シラバス 

3-10-2 作品及び技術等

の発表における成果を

把握しているか 

臨床実習後の症例研究につい

て成果を把握する 

ポートフォリオを作成し、そ

の成果を確認している 

なし 臨床実習指導要綱 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

授業シラバスに成績評価基準を明確したうえで、学生の学習到達度を、ポー

トフォリオを通じて成果を把握している。 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 永野忍 
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作業療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-10-1 成績評価・修了

認定基準を明確化し、

適切に運用しているか 

判定基準を明文化し、事前に

提示する。 

シラバスに明文化している。 

成績を公示している。 

成績表を送付している。 

なし 学生便覧 

卒業判定基準 

成績判定会議議事録 

シラバス 

3-10-2 作品及び技術等

の発表における成果を

把握しているか 

判定基準を明文化し、事前に

提示する。 

実技試験を実施している。 なし 学生便覧 

シラバス 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

成績評価や単位認定に関わる判定基準を明文化し、事前に学生に提示するこ

とで、適切に運用する。 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 峯﨑 佳世子 



37 

看護学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-10-1 成績評価・修了

認定基準を明確化し、

適切に運用しているか 

成績評価の基準について、学

則等に規定するなど明確にし、

かつ、学生等に明示する。 

学則に規定されており、学生

便覧を使用して学生への説明

を実施している。 

なし 学則 

学則施行細則 

学生便覧 

3-10-2 作品及び技術等

の発表における成果を

把握しているか 

該当なし 該当なし なし  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生便覧を使用して学生への説明を実施できている。 なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 小山京子 
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歯科衛生学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-10-1 成績評価・修了

認定基準を明確化し、

適切に運用しているか 

学生便覧に基づく。 成績評価の基準について、学

則等に規定するなど明確にし、

かつ、学生に明示している。 

なし。 ・学生便覧 

 

3-10-2 作品及び技術等

の発表における成果を

把握しているか 

各科目に対する評価項目およ

び評価基準を設定することで、

到達状況を把握する。 

実技チェックや臨床実習の

レポートやケース表、臨床実習

評価表などでその成果を把握

している。 

臨床実習施設指導教員の評価

が主観的になりやすいため、客

観的評価できるよう具体性の

ある評価基準を設定を検討し

たい。 

・臨床実習評価表 

・実技チェック表 

・臨地・臨床実習ケース表 

・実技試験採点表 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

成績評価・修了認定基準や入学前の履修、他の教育機関の履修の認定等につ

いて学生便覧に規定し、オリエンテーション等で学生に説明している。また

適切に運用するため、学科教員で適宜協議したり、臨床実習指導者会議を開

催するなどし、客観性・統一性の確保に努めている。 

なし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長補佐  五十嵐 比奈子 
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生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-10-1 成績評価・修了

認定基準を明確化し、

適切に運用しているか 

成績評価の基準について、学

則等に規定するなど明確にし、

かつ、学生等に周知する。 

授業シラバスに成績評価基

準を明文化している。 

なし 介護福祉学科授業シラバス 

3-10-2 作品及び技術等

の発表における成果を

把握しているか 

介護実習後に、実習報告会を

行っている。 

実習報告会には実習指導者

にも参加してもらい、評価をい

ただき、今後の課題に取り組む

ことができるようにしている。 

なし 実習の手引き 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

成績評価の基準や評価方法はシラバスに記載している。また新入生および在

校生オリエンテーションや授業開始時に学生へ説明を行うなどして、周知し

ている。 

留学生に対しては、説明の内容が分かりやすいように文章を簡単な日本語に

代え便覧を作成し配付し、時間を掛け説明を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 石橋 真由美 
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アスレティックリハビリテーションスポーツトレーナー学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-10-1 成績評価・修了

認定基準を明確化し、

適切に運用しているか 

学生らに対し、成績評価の基準

を明確にするようにしている。 

シラバスに成績評価基準を明

記している。 

特になし。  

3-10-2 作品及び技術等

の発表における成果を

把握しているか 

特になし。 特になし。 特になし。  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 寺本 敦司 
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整体セラピスト学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-10-1 成績評価・修了

認定基準を明確化し、

適切に運用しているか 

各種検定合格を目標に知識と

基礎技術の習得を目指してい

る。 

特に整体セラピスト検定３

級、背骨コンディショニングの

認定は、解剖学・生理学の知識

も必要であり、施術も含め小テ

スト等を繰り返し習得に努め

ている。また、実技に関しては

評価項目を明確に提示し評価

している。 

なし  

3-10-2 作品及び技術等

の発表における成果を

把握しているか 

各担当教員による評価、臨床

現場実習では、現場実習担当者

が評価し集約している。 

 

各種評価項目は学生にも事前

に公表し、また各担当者が評価

後はフィードバックも行って

いる。 

なし  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

習得した知識・技術を各担当者が公平に評価している なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 蓑田 のり子 
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日本語学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-10-1 成績評価・修了

認定基準を明確化し、

適切に運用しているか 

成績評価、単位認定の基準を

明確にし、学生へ周知する。 

シラバスに明記している なし  

3-10-2 作品及び技術等

の発表における成果を

把握しているか 

スピーチ大会など通して、日

ごろの日本語学習の成果を発

表している。 

発表会を開催し、内外問わず

来場してもらい、評価してもら

っている 

もっと様々な関係の方々に

見ていただけるよう周知して

いく必要がある。 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

現在筆記試験を中心としているが、それに限らず様々な評価方法も取り入れ

ていき、一面的ではなく、多面的に学生を評価していけるように努めたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長  髙野 徳一 
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ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-10-1 成績評価・修了

認定基準を明確化し、

適切に運用しているか 

成績評価、単位認定の基準を明

確にし、学生へ周知する。 

シラバスに成績評価基準を明

文化している。 

なし シラバス、インターンシップ単

位認定規定 

3-10-2 作品及び技術等

の発表における成果を

把握しているか 

実習の際に発表する場を設け、

成果を把握する。 

成果発表では学生、教員の他、

企業の方にも聞いてもらい、評

価していただいている。 

学生が自発的に取り組めるよ

う指導をし、企画力・プレゼン

テーション能力の向上に努め

る。 

自習報告書 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

成績評価の基準や評価方法はシラバスに記載している。また新入生および在

校生オリエンテーションや授業開始時に学生へ説明を行うなどして、周知し

ている。 

なし 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 久保 佑生 
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3-11 （1/1） 

3-11 資格・免許の取得の指導体制 

 

柔道整復学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-11-1  目標とする資

格・免許は、教育課程

上で、明確に位置づけ

ているか 

柔道整復師の資格について教

育課程上で明確に位置付ける。 

学生便覧への明記 なし 学生便覧 

3-11-2 資格・免許取得

の指導体制はあるか 

専門の教員を配置し、適切な

教育指導体制を整えている。 

授業外でも全学年において

特別講義を実施している。 

なし 学科会議議事録 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

資格・免許取得率 100％を目標とし、進級・卒業・国家試験取得率を高める

為、各担任や専門教員による特別講義・学生サポートを行っている。 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 社 由洋 
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鍼灸学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-11-1  目標とする資

格・免許は、教育課程

上で、明確に位置づけ

ているか 

はり師・きゅう師の取得 資格取得に向けた教育課程 

を実施。 

100%の取得。 

授業内での学力向上。 

ステップアップ教育。 

学生便覧。ＨＰ 

3-11-2 資格・免許取得

の指導体制はあるか 

取得率 100% 授業の充実や補習の実施。 

担任制度。 

精神面への対応。 

面談の実施。 

学生便覧。ＨＰ 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

はり師・きゅう師の国家資格の取得率 100%を目標とする。その為の、カリ

キュラムを実施、国家試験対策補習の実施。 

担任制以外に国家試験対策のための寺子屋の実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 馬男木亨 
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理学療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-11-1  目標とする資

格・免許は、教育課程

上で、明確に位置づけ

ているか 

取得目標としている資格・免

許の内容・取得の意義について

明確にする。 

学生便覧並びに学校案内パ

ンフレットに明記している 

なし 学生便覧 

学校案内パンフレット 

3-11-2 資格・免許取得

の指導体制はあるか 

資格・免許の取得について、

指導体制を整備し、不合格者に

対する指導体制を整備する。 

資格取得に向けての授業を

実施し、学科教員を専属で配置

し指導している。 

成績不良者に対し、随時的な

履修状況の把握を行うために

面談を行う。また不合格者に対

し、聴講計画を学科教員と立て

る。 

学則施行細則 

聴講生制度について 

聴講生証 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

資格取得に向けて、成績不良者に対する指導体制の充実を図る。 なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 永野忍 
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作業療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-11-1  目標とする資

格・免許は、教育課程

上で、明確に位置づけ

ているか 

カリキュラムを通して目標と

する資格・免許の取得を目指

す。 

ホームページ、募集要項、パ

ンフレットに記載している。 

各種証明書を発行している。 

なし ホームページ 

募集要項 

シラバス 

成績証明書・卒業証明書 

3-11-2 資格・免許取得

の指導体制はあるか 

資格・免許取得の指導体制を

整える。 

専任教員を配置している。 

シラバスを作成している。 

なし 教員名簿 

シラバス 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

資格・免許取得の指導体制が整っており、カリキュラムを通して資格・免許

取得を目指す。 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 峯﨑 佳世子 



48 

看護学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-11-1  目標とする資

格・免許は、教育課程

上で、明確に位置づけ

ているか 

看護師免許の内容・取得の意

義について明確にする。 

明確にしている。 なし 学生便覧 

学校案内パンフレット 

3-11-2 資格・免許取得

の指導体制はあるか 

看護師免許の取得について、

指導体制を整備する。 

就職担当、国試担当を明確に

し、指導している。また、教員

全体で資格・免許取得に向けて

ゼミ制度を設けて、個別にも指

導をしている。 

教員に係る負担と教員の能

力差が生じるため、学科会議等

を通して、担任及びゼミ担当よ

り情報提供を行い共有化を図

っていく。 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

看護師免許取得に向けゼミ制度を設け、個別にも指導を行い、会議等にて情

報提供を行い共有化を図っている。 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 小山京子 



49 

歯科衛生学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-11-1  目標とする資

格・免許は、教育課程

上で、明確に位置づけ

ているか 

歯科衛生士国家試験受験資格、

生涯スポーツトレーナーが取

得できる教育課程を編成する。 

目標とする資格・免許を学生

便覧並びに学校案内パンフレ

ットに明記している 

なし。 ・学生便覧 

・学校案内パンフレット 

3-11-2 資格・免許取得

の指導体制はあるか 

合格率 100％を目指した指導

体制を整備する。 

国家試験対策時間を設置し、

資格取得に向け、科目ごとに教

員を配属している。不合格者に

ついては、聴講生制度で対応し

ている。 

卒業生対応についての仕組

み作りを行う必要がある。 

・学則施行細則 

・聴講生制度 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

歯科衛生士国家試験の合格 100％を目標とした教育課程の編成および指導体

制を取っている。随時学生の成績を把握し、状況に応じた指導を行っている。 

なし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長補佐  五十嵐 比奈子 
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生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-11-1  目標とする資

格・免許は、教育課程

上で、明確に位置づけ

ているか 

取得目標としている資格・免

許の内容・取得の意義について

明確にする。 

学生便覧並びに学校案内パ

ンフレットに明記している 

なし 学生便覧 

学校案内パンフレット 

3-11-2 資格・免許取得

の指導体制はあるか 

資格・免許の取得について、

指導体制を整備し、不合格者に

対する指導体制を整備する。 

資格取得に向けての授業を

実施し、授業以外での補講を行

う。 

 

成績不良者に対し、授業時間

外での補講計画を立て実施し、

定期的に理解度を確認する。 

学生便覧 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

資格取得に向けて、成績不良者に対する指導体制の充実を図り、即戦力とし

て活躍できるよう教育を行っていく。 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 石橋 真由美 
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アスレティックリハビリテーションスポーツトレーナー学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-11-1  目標とする資

格・免許は、教育課程

上で、明確に位置づけ

ているか 

学生らに対し、新年度のオリエ

ンテーション内で説明してい

る。 

年度初めのオリエンテーショ

ンで取得できる資格について

の受験時期、受験費用などにつ

いて説明している。 

特になし。 

 

 

3-11-2 資格・免許取得

の指導体制はあるか 

資格取得に対する指導体制を

整え、資格取得合格を目指して

いる。 

授業内で資格試験対策を実施

しており、授業外でも補講を実

施している。 

学生らの進捗状況に合わせた

資料提供をしていくことを検

討していきたい。 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 寺本 敦司 
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整体セラピスト学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-11-1  目標とする資

格・免許は、教育課程

上で、明確に位置づけ

ているか 

目標としている整体セラピス

ト検定 3 級を明確に位置付け

ている。 

カリキュラムは３級を１年

間で学べる内容に構成してい

る。 

なし  

3-11-2 資格・免許取得

の指導体制はあるか 

民間資格を１年間で多く学び

取得できるようカリキュラム

構成をし各講師もその専門の

知識・技術がある。 

各講師は、経験の豊富な現役

の治療家で資格試験にも精通

している。試験前には対策講義

を実施している。希望者は放課

後補講等を行い合格に向けた

指導している。 

なし  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

多くの知識・技術を学び資格を取得する。その為の講師、講義内容、試験対

策は毎年見直し改善し実施している。 

また、視野を広げるきっかけとして他学科教員による特別講義なども実施し

ている 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 蓑田 のり子 
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日本語学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-11-1  目標とする資

格・免許は、教育課程

上で、明確に位置づけ

ているか 

教員と学生とで共有している JLPT の取得を目指してい

る。授業にも対策授業を取り入

れている。 

JLPT が有名だが、それ以外

の検定の取得の機会もあるの

で周知していく必要がある。 

 

3-11-2 資格・免許取得

の指導体制はあるか 

学科一丸となり、年 2 回の試

験への意識付け、指導をしてい

る。 

授業に対策を盛り込み、希望

する学生には授業外での指導、

補習なども行っている。 

合格率を上げられるよう、ひ

ごろからの意識付けと指導方

法を考えていく必要がある。 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

年々学内での合格率は上昇傾向にあるので、引き続き指導に力を入れていき

たいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長  髙野 徳一 



54 

ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-11-1  目標とする資

格・免許は、教育課程

上で、明確に位置づけ

ているか 

学生に対し、オリエンテーショ

ンや授業開始時に説明した上

で資格・検定に関する授業を行

っている。 

目標とする資格・検定の取得の

ため授業計画を整備している。 

なし 学生便覧 

3-11-2 資格・免許取得

の指導体制はあるか 

学生全員が資格を取得できる

ような指導体制を心がけてい

る。 

資格取得に向けて、授業や補講

等の体制を整え、指導してい

る。 

引き続き学生に合わせた指導

内容を検討し、合格率向上を目

指していく。 

学生便覧 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

語学、ビジネス系の資格取得に向けて、授業や補講等で対策を行っている。

引き続き、社会に出て活躍できるような教育を行っていく。 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 久保 佑生 



55 

3-12 （1/1） 

3-12 教員・教員組織 

 

柔道整復学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-12-1 資格・要件を備

えた教員を確保してい

るか 

専門性と授業科目を照合して 

各教員を設置する。 

専門性と授業科目を照合して 

適所に相応な教員を設置す

る。 

なし 学事日程表、時間割 

3-12-2 教員の資質向上

への取組みを行ってい

るか 

学内における教員向け研修

会・セミナーを計画・実施を行

い、教員の質向上に努める。 

年に数回、教員向けに研修会

が実施され、各教員も積極的、

かつ自主的に参加している。 

現場での応用。継続していく

ことで自身の能力に変えてい

く。 

学科会議資料 

3-12-3 教員の組織体制

を整備しているか 

組織図を作成し、明確にする。 会社総会にて組織体制が明

確化されており、全教員が周知

徹底出来ている。 

なし スタンダードブック 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教員の資質を向上するべく、学内で教員向けの研修やセミナーが計画・実施

されている環境、その中で学科教員も自主的に参加し、常に学ぶ姿勢が見て

取れる。 

なし 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 社 由洋 
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鍼灸学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-12-1 資格・要件を備

えた教員を確保してい

るか 

資格・要件を満たした常勤教 

を確保。 

要件を満たした常勤教員が 

８名在籍。 

求人募集 学科教員組織図、学科教員職務

分掌 

3-12-2 教員の資質向上

への取組みを行ってい

るか 

教員研修の実施。 年１回以上の外部研修を行 

っている。 

研修内容についての反映。 

授業内で学生への反映を行 

っている。 

学外研修内規第 3 条第 1 項 

3-12-3 教員の組織体制

を整備しているか 

学科教員組織図及び機構図の 

作成。 

年度ごとの作成。 運用状況。 

組織図及び機構図に沿った 

学科運営。 

学科教員組織図、学科教員職務

分掌、学科内機構図 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

資格・要件を満たした教員を確保し、年 1 回以上の研修を受け、組織図及び

機構図に沿った学科運営を行っている。 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 馬男木亨 
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理学療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-12-1 資格・要件を備

えた教員を確保してい

るか 

授業科目を担当するため、教

員に求める能力・資質等を明確

にする。 

授業シラバスに授業を担当

する教員の実績を明記してい

る。 

なし 理学療法学科授業シラバス 

教員名簿 

3-12-2 教員の資質向上

への取組みを行ってい

るか 

教員の資質、教育力向上のた

めの研修計画を定め、運用す

る。 

専門領域の見識並びに教育

力向上のための研修計画を年

度始めに立て、運用している。 

なし 教職員研修規程 

学外研修にかかる費用負担に

関する内規 

3-12-3 教員の組織体制

を整備しているか 

分野ごとや授業科目担当教員

間で連携・協力体制を構築す

る。 

授業を専門領域の分野にそ

った教員にて連携しながら実

施している。 

なし 理学療法学科授業シラバス 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

資格や要件を備えた教員を配置し、教員の質を担保するための研修の運用に

努め、専門領域間での連携を測りながら授業を実施する。 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 永野忍 
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作業療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-12-1 資格・要件を備

えた教員を確保してい

るか 

資格・要件を備えた教員を配

置する。 

専任教員を配置している。 

 

なし ホームページ 

実務経験者一覧 

教員名簿 

教員研修終了証 

3-12-2 教員の資質向上

への取組みを行ってい

るか 

教員の資質向上を目指す。 授業アンケートを実施して

いる。 

FD 委員会を運営している。 

学会、研修会等に参加してい

る。 

なし 授業アンケート 

FD 委員会議事録 

研修報告書 

3-12-3 教員の組織体制

を整備しているか 

教員の組織体制を整える。 職務分掌を作成している。 

委員会を開催し、業務を遂行

している。 

なし 職務分掌 

年間スケジュール 

学科会議議事録 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

資格・要件を備えた教員が適切に配置され、定期的に資質向上を目指した取

り組みがなされている。また、各委員会を設置し、学科会議を通して適切に

運用する。 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 峯﨑 佳世子 
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看護学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-12-1 資格・要件を備

えた教員を確保してい

るか 

授業科目を担当するため、教

員に求める能力・資質等を明確

にする。 

臨床経験や教育経験を踏ま

えて、授業科目の決定をしてい

る。 

専任教員養成講習会未修了

者や教育経験がない者がいる

ため、できるだけ早期に、専任

教員養成講習会を受講させる。 

 

3-12-2 教員の資質向上

への取組みを行ってい

るか 

教員の研究活動・自己啓発へ

の支援など教員のキャリア開

発を支援する。 

学会や研修会・学習会に関す

る情報提供を行ない、参加を推

奨している。 

積極的に取り組む教員が少

ないため、主体的に取り組める

ように、業務の改善を検討して

いく。 

教職員研修規程 

学外研修にかかる費用負担に

関する内規 

3-12-3 教員の組織体制

を整備しているか 

分野毎に必要な教員組織体制

を整備する。 

専門分野については、各領域

のリーダーを決めて体制づく

りをしている。 

領域間の体制整備が弱いた

め、領域間の会議を持ち、体制

を強化する。 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

臨床経験や教育経験を踏まえて授業科目の決定をしている。専任教員養成講

習会の受講や学会・研修会等に関する情報提供を行ない、参加を推奨してい

る。 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 小山京子 
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歯科衛生学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-12-1 資格・要件を備

えた教員を確保してい

るか 

歯科衛生士学校養成所指定規

則に則る。 

資格・要件授業シラバスに授

業を担当する教員の実績を明

記している。 

なし。 ・授業シラバス 

・履歴書 

3-12-2 教員の資質向上

への取組みを行ってい

るか 

専任教員認定歯科衛生士の資

格を取得する。 

各教員のレベルに合わせ、歯

科衛生士専任教員講習会（Ⅰ～

Ⅵ）へ参加している。 

なし。 ・専任教員認定歯科衛生士制度

規定 

・歯科衛生士専任教員講習会修

了証 

3-12-3 教員の組織体制

を整備しているか 

業務分掌に沿った組織体制に

よる学科運営を行う。 

学科内で業務一覧表を作成

し、各自の役割や業務を明確に

している。 

なし。 ・業務一覧表 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

歯科衛生士養成施設指定規則に則り、専門分野を教授するために必要な教員

を確保し、適切な教員組織を構築している。 

歯科衛生士教育における教育内容および専任教員のレベルの統一、さらなる

レベルアップを図るため、歯科衛生士専任教員講習会へ参加している。 

なし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長補佐  五十嵐 比奈子 
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生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-12-1 資格・要件を備

えた教員を確保してい

るか 

授業科目を担当するための、

専門知識と技術、実務経験、資

質等を明確にする。 

授業シラバスに、授業を担当

する教員及び非常勤講師の実

績を明記している。 

なし 介護福祉学科授業シラバス 

教員名簿 

3-12-2 教員の資質向上

への取組みを行ってい

るか 

関連分野の知識向上のため研

修は重要であると考える。 

 

専門領域の見識並びに教育

力向上のための研修に参加し、

教育向上に努めている。 

参加後は、教員間で共有でき

るよう研修内容を報告する。 

研修の日程が合わず、参加でき

ない事があるため、時間割の変

更等でできるだけ参加できる

体制を考える必要がある。 

教職員研修規程 

学科会議議事録 

3-12-3 教員の組織体制

を整備しているか 

分野ごとや授業科目担当教員

間で連携・協力体制を構築す

る。 

授業を専門領域の分野にそ

った教員にて連携しながら実

施している。 

なし 学科会議議事録 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

資格や要件を備えた教員を配置し、教員の質を担保するための研修の運用に

努め、専門領域間での連携を測りながら授業を実施する。 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 石橋 真由美 
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アスレティックリハビリテーションスポーツトレーナー学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-12-1 資格・要件を備

えた教員を確保してい

るか 

資格・要件を満たした教員を

確保している。 

資格適応コース開講基準に適

した教員を配置している。 

特になし。  

3-12-2 教員の資質向上

への取組みを行ってい

るか 

学内・学外問わず、研修へ積極

的に参加できるようサポート

している。 

資格取得更新に必要な研修会

へ参加している。 

 

 

 

特になし。  

3-12-3 教員の組織体制

を整備しているか 

年度当初に教員に業務分掌を

配布している。 

業務分掌を踏まえ、取り組むべ

き業務を明確にしている。 

特になし。  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 寺本 敦司 
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整体セラピスト学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-12-1 資格・要件を備

えた教員を確保してい

るか 

各種の資格取得に必要な各講

師が講義を行い、資格取得に向

けた講義を行っている。 

各講師は経験豊富で多方面

で活躍する現役のセラピスト

であり、資格・要件を備えてい

る。また、学生が質問をし易い

環境作りに努めている。 

なし  

3-12-2 教員の資質向上

への取組みを行ってい

るか 

教員の資質向上への取組みは

必要であり各自行っている。 

時代背景や、技術の進歩に合

わせ変化が必要であり、また、

現役セラピストであるため、そ

れぞれが学ぶ姿勢を持ち合わ

せている。 

なし  

3-12-3 教員の組織体制

を整備しているか 

教員の組織体制は整備してい

る 

非常勤や他学科の教員によ

る特別講義や、合同授業もあり

組織体制はできていると言え

る 

なし  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

各非常勤講師は現役のセラピストであり、資格・要件を備えている。 

 

なし 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 蓑田 のり子 
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日本語学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-12-1 資格・要件を備

えた教員を確保してい

るか 

資格・要件を備えた教員を確

保する。 

専任、非常勤含め要件を満た

している。 

教員の増員が必要  

3-12-2 教員の資質向上

への取組みを行ってい

るか 

日本語教育に関連する研修に

積極的に参加する。 

研修に参加し資質向上に努

めている。 

研修に参加する時間を割く

のが難しいこともあるので、そ

れを考慮した授業時間や体制

などを考えていく必要がある 

 

3-12-3 教員の組織体制

を整備しているか 

役割分担をし、組織的に動け

るようにする。 

担任などが自分の担当する

ところを把握し、会議などで共

有している。 

教務的なこと以外の業務が曖

昧なところがあり、偏りが生じ

ることがあるので、より役割分

担を明確化する必要がある。 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

登録日本語教師、認定校の申請などこれから新たな知識をどんどん知ってい

かなければならず、それを共有し学科全員で取り組んでいかなければならな

いので、研修などには積極的に参加していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長  髙野 徳一 
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ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

3-12-1 資格・要件を備

えた教員を確保してい

るか 

資格を備えた教員や業界経験

を有し、専門知識と技術を教え

ることができる能力を持った

教員を確保する。 

非常勤講師を含め、資格や業界

経験を有する教員を配置して

いる。 

なし 教員名簿 

3-12-2 教員の資質向上

への取組みを行ってい

るか 

関連分野の知識向上のため研

修は重要であると考える。 

定期的に関連した分野の研

修・セミナーに参加し、教育力

向上に努めている。 

なし 教職員研修規定 

3-12-3 教員の組織体制

を整備しているか 

教員の業務内容や役割を明確

にし、組織的に活動できる体制

が重要である。 

定期的に学科会議を開催し、授

業内容や教育方法の改善点な

どの情報を共有するようにし

ている。 

なし 学科会議議事録 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教員の資質向上のため、定期的に研修に参加するように努めている。また情

報を共有し、一層充実した教育活動を行い、教育目標を達成するよう取り組

んでいる。 

なし 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 久保 佑生 



66 

 

基準４ 学修成果 【平均評定：３．４】 
 

4-13 （1/1） 

4-13 就職率 

 

柔道整復学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-13-1 就職率の向上が

図られているか 

就職率 100％を目標とし、そ

れにむけたサポート体制をと

る。 

関連する企業による就職説

明会を開催している。また学外

で実施される就職説明会への

参加も行っている。 

なし  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

就職支援に関して、1 年次～3 年次まで各担任による個人面談の実施、臨床実

習を通じて外部への現場研修の実施、マナー講習等の実施を行っている。ま

た企業説明会への参加呼びかけを行い、多くの学生の参加がみられる。 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 社 由洋 
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鍼灸学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-13-1 就職率の向上が

図られているか 

企業説明会の実施。 

企業との求人に対する面談。 

企業説明会に学生を積極的 

に参加させている。また、 

求人の掲示やファイリング 

等を行っている。 

企業と学生とのミスマッチ。 

企業と求人に対しての面談 

を実施。 

キャリアサポートセンター資

料 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

企業説明会への参加だけでなく、就職に対するアンケートも実施、 

学科内でも 2 名の就職担当を配置。 

なし 

 

 

 

 

 

理学療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-13-1 就職率の向上が

図られているか 

就職率に対して 100％を目標

とする。 

就職先の見学や面接などの

相談に随時対応している。 

求人票の掲示や企業による

セミナーを開催している。 

なし 施設見学届 

就職試験受験届 

就職内定届 

求人票 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

就職率 100％を目標とし、就職相談に随時対応する。 なし 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 馬男木亨 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 永野忍 
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作業療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-13-1 就職率の向上が

図られているか 

就職希望学生に対して就職率

100％を目標とする。 

求人票の提示や就職相談に

随時対応している。 

就職セミナーの実施。 求人票 

就職試験報告書 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

就職希望学生に対して就職率 100％を達成するため、就職活動（見学、履歴

書作成、面接）に関する相談に随時対応する。 

なし 

 

 

 

 

 

看護学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-13-1 就職率の向上が

図られているか 

学生の就職活動を把握し支援

する。 

就職担当教員を通して、活動

の状況を会議等で定期的に報

告するようにしている。 

なし  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

早期から就職担当教員やゼミ担当教員が個別に対応を行っている。 なし 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 峯﨑 佳世子 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 看護学科 小山京子 
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歯科衛生学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-13-1 就職率の向上が

図られているか 

就職率 100％を目標としてい

る。 

求人票を開示し、求人先の情

報を提供している。また見学や

面接などの相談、履歴書添削な

どに随時対応している。 

歯科医院から学内での説明

会の実施要望はあるが、実施し

ていない。 

・求人票 

・内定通知書 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

就職活動は 8 月頃から 3 月と個人差があるため、8 月までに外部の企業セミ

ナーや担任による学内既定の説明などを行い、その後は随時個別対応をして

いる。 

学生定員 40 名に対し、有効求人者倍率は 20 倍超である。 

 

 

 

 

 

生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-13-1 就職率の向上が

図られているか 

就職希望者の就職率は 100％

を目標としている。 

担任と国際事業部を中心に就

職相談と履歴書の作成の指導

を行っている。また、施設見学

などを随時行う。 

なし 学科紹介パンフレット 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生が就職活動に向け安心して取り組むことができるよう、介護施設との連

携し就職 100％を目指す。 

なし 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長補佐  五十嵐 比奈子 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 石橋 真由美 
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アスレティックリハビリテーションスポーツトレーナー学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-13-1 就職率の向上が

図られているか 

就職希望の学生に対し、面談

を実施し、マンツーマンでの

就職活動を実施している。 

毎週１回、学生と面談を実施、

就職活動の進捗状況の報告を

受けている。 

卒業後のビジョンを学生らに

どう描かせていくのかを検討

していく必要がある。 

 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

  

 

 

 

 

 

整体セラピスト学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-13-1 就職率の向上が

図られているか 

就職説明会などへの参加を積

極的に促している 

履歴書作成の補助・面接の練

習を行っている。 

なし  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

就職希望者は１２月までに内定がもらえるよう早めの行動を促している。 併学していない学生でも、就職を希望しない学生がいる。また、大学進学な

ど進路変更をする学生もいる。 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 寺本 敦司 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 蓑田 のり子 
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日本語学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-13-1 就職率の向上が

図られているか 

就職を目指す学生には就職す

るまでのサポートをするよう

にしている。 

履歴書の作成、面接の指導、練

習業界研究のサポートをして

いる。 

日本社会や業界に関する知

識が多くないので、そこのサポ

ートが必要となる。 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

現在進学を希望している学生が多いので、就職については学生の自主性に頼

るところが多いが、少数とはいえ学生の将来のためにできる体制も必要。特

定技能など就職する機会も増えているので、それにも対応できる知識と体制

も整えていく必要がある。 

 

 

 

 

 

ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-13-1 就職率の向上が

図られているか 

就職希望者の就職率は 100％

を目標としている。 

担任を中心に就職指導を行っ

ている。学生に企業説明会や企

業との交流会についての情報

発信を行っている。 

1 年次から計画的に就職指導

を行っていく。 

学科紹介パンフレット 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生が就職活動に集中して取り組むことができるような体制を整備してい

く。また業界の動向を常に確認し、企業が求める人材となれるような教育指

導を行っていく。 

なし 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長  髙野 徳一 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 久保 佑生 
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4-14 （1/1） 

4-14 資格・免許の取得率 

 

柔道整復学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-14-1 資格・免許取得

率の向上が図られてい

るか 

目標設定は 100％である。 資格取得に向けて、補講・セミ

ナーを積極的に実施している。

又、内容の充実を図っている。 

 

なし  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

合格実績、合格率、全国水準との比較など、行っている。 

模擬試験の結果との整合性をチェックしており、合格率の向上を目指してい

る。 

なし 

 

 

 

 

鍼灸学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-14-1 資格・免許取得

率の向上が図られてい

るか 

合格率 100%を目標に資格・ 

免許取得対策を実施。 

国家試験対策補習の実施。 

個別指導の寺子屋実施。 

国家試験対策補習の動画配 

信を実施。 

内容の精査。 

模試や国家試験の結果より 

データを分析し、傾向と対策 

を行う。 

R5 年度国家試験対策出席簿 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

はり師・きゅう師の国家資格取得を目指し、教育課程を編成し、また 

国家試験対策を実施、各々の学生に対応している。 

担任制。個別寺子屋制。 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 社 由洋 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 馬男木亨 
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理学療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-14-1 資格・免許取得

率の向上が図られてい

るか 

指導方法と合格実績との関連

性を確認し、指導方法の改善を

行う。 

常に指導方法と定期的な模

擬試験の結果との整合性をチ

ェックしており、合格率の向上

を目指している。実力を随時測

り個別の支援体制を強化して

いくために面談を実施する。 

なし 学生便覧 

学校案内パンフレット 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

指導方法の成果を定期的な模擬試験にて確認し、合格率の向上を図るための

指導体制・支援体制の充実を図る。 

なし 

 

 

 

 

 

作業療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-14-1 資格・免許取得

率の向上が図られてい

るか 

合格率 100％を目標に試験対

策を実施している。 

対策資料を作成している。 

模擬試験結果の分析後、活用

している。 

なし  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

合格率 100％を目標に過去の国家試験問題の傾向分析、模擬試験の結果から

学生個人の傾向と苦手分野を分析しセミナーを実施する。また、成績不振の

学生に対して個別にて対応する。 

なし 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 永野忍 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 峯﨑 佳世子 
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看護学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-14-1 資格・免許取得

率の向上が図られてい

るか 

模擬試験の実施、特別講義、

セミナーの開講等、授業を補完

する学習支援を行う。 

3 年次の年間計画に従って、

教員等による特別講義、成績低

迷者への個別指導など学習支

援を行っている。 

1 年次より計画的に積み上

げ方式で、3 年間の学習支援体

制を検討していく。 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

特別講義やセミナーの実施、模擬試験の結果をもとに成績低迷者への個別指

導など学習支援を行っている。 

なし 

 

 

 

 

 

歯科衛生学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-14-1 資格・免許取得

率の向上が図られてい

るか 

国家試験取得率 100％を目標

としている。 

模擬試験結果の分析やフィ

ードバック時の面談を行った

うえで、個別指導や習熟度別の

支援等を行っている。 

成績低迷者の早期底上げが

課題であるため、補講内容につ

いては画一的でなく、随時検討

を行う必要がある。 

・模擬試験結果 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

国家試験対策の内容については、毎年、工夫、改善している。また外部模試、

校内模試にて現状を確認し、状況に応じた指導・支援を行っている。 

なし。 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 小山京子 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長補佐  五十嵐 比奈子 
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生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-14-1 資格・免許取得

率の向上が図られてい

るか 

学生が資格を取得できるよう

な授業を行う。 

合格率向上のため、補講を実施

している。 

学生全員が資格取得できるよ

う、個々の学力に応じた学習方

法を計画し指導を行う。 

模擬試験・過去の国家試験問題

分析データ 問題集 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

資格取得に向けて授業を中心に対策を行っている。また模擬試験を実施し、

結果の分析、苦手分野の克服に努めている。 

なし 

 

 

 

 

 

アスレティックリハビリテーションスポーツトレーナー学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-14-1 資格・免許取得

率の向上が図られてい

るか 

受験者すべてが資格取得でき

るよう学生サポートを実施し

ている。 

資格試験に向けて学習スケ

ジュールを立案させている。ま

た、授業終了後に教室開放して

おり、学習環境を整えている。 

計画性のある生活習慣を身に

つけさせていくことを意識し

ていく。 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

  

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 石橋 真由美 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 寺本 敦司 
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整体セラピスト学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-14-1 資格・免許取得

率の向上が図られてい

るか 

資格・免許取得率は向上して

いる 

担当講師は資格試験を熟知

しており、事前の試験対策や習

得状況をみて補講を行い、合格

率の向上に努めている 

なし  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

各担当講師が授業や事前の試験対策を実施し合格率の向上を図っている なし 

 

 

 

 

 

日本語学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-14-1 資格・免許取得

率の向上が図られてい

るか 

授業はもちろん、個別対応、

補習などで対応する。 

授業内での対策、補講、個別

対応を実施している。 

なかなか合格ができない学

生を合格へ導くための指導、体

制を整える。 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

授業、個別指導などで合格のための指導を行っている。また、合格すること

の意味、どうして勉強しているかの意味、動機付けの部分も大事にしながら

指導指導を継続していく。 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 蓑田 のり子 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長  髙野 徳一 
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ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-14-1 資格・免許取得

率の向上が図られてい

るか 

学生が資格を取得できるよう

な授業を行う。 

合格率向上のため、補講を実施

している。 

学生全員が資格取得できるよ

うな体制を整備する。 

模擬試験分析データ 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

資格取得に向けて授業を中心に対策を行っている。また模擬試験を実施し、

結果の分析、苦手分野の克服に努めている。 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 久保 佑生 
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4-15 （1/1） 

4-15 卒業生の社会的評価 

 

柔道整復学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-15-1 卒業生の社会的

評価を把握しているか 

卒業生の社会的評価を随時、

定期的に把握していく。 

卒業生の就職先の企業、施

設・機関等を訪問・定期的にお

会いするなどして卒後の実態

を調査等で把握している。 

離職率など、数字での評価を

行えていない。卒業後も卒業生

と繋がれる組織・コミュニティ

を創る。 

就職先一覧表 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

卒業生の就職先企業と定期的にお会いする事で、卒業生の現状・評価を把握

している。 

なし 

 

 

 

 

鍼灸学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-15-1 卒業生の社会的

評価を把握しているか 

卒業後の就職先の把握 卒業前の就職状況アンケー 

トの実施。 

その後の社会的把握。 

全員ではないが、求人補習の 

面談や企業説明会に参加し 

ている。 

卒業連絡先情報一覧 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

卒業後の就職状況アンケートを実施し、就職率及び就職地域などを把握。 なし 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 社 由洋 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 馬男木亨 
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理学療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-15-1 卒業生の社会的

評価を把握しているか 

卒業生の名簿を作成し、進路

を把握する。 

卒業生の就職先一覧を作成

し、進路を把握している。 

なし 就職先一覧 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

卒業生の就職先一覧を作成し、卒業生の進路を把握する。 なし 

 

 

 

 

 

作業療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-15-1 卒業生の社会的

評価を把握しているか 

就職先を把握する。 

学会等への取り組み状況を把

握する。 

就職先一覧を作成している。 

学会発表へのアドバイスを

している。 

なし 就職先一覧 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

就職先一覧を作成し、学会発表などの取り組み状況を把握する。 

 

なし 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 永野忍 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 峯﨑 佳世子 
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看護学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-15-1 卒業生の社会的

評価を把握しているか 

卒業生の就職先の医療機関等

を訪問するなどして、卒後の実

態を把握する。 

実習病院等に就職した学生

については、聞き取り調査をし

ている。遠方の卒業生について

は、学生より情報を収集してい

る。 

卒後の実態の把握方法、特に

遠方の場合の把握方法の検討

が必要。 

就職先一覧 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

実習病院等に就職した学生については、看護部長などから直接評価をうかが

っている。 

なし 

 

 

 

 

 

歯科衛生学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-15-1 卒業生の社会的

評価を把握しているか 

卒業後の進路を把握する。 就職先から卒業生状況の聴

き取りを行っている。 

聴き取りは行っているが、社

会的評価としての数値測定に

は至っていない。アンケート調

査等を検討する必要がある。 

・就職一覧表 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

卒業生の就職先との面会などの機会がある際には、必ず卒業生状況の確認を

行い、学科教員間で情報共有をしている。 

臨床実習施設への就職者も多いため、卒業生の情報を得られやすい。 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 小山京子 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長補佐  五十嵐 比奈子 
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生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-15-1 卒業生の社会的

評価を把握しているか 

把握するように勤めている。 

 

就職先の施設と情報交換を行

い、卒業生の様子などを伺う機

会を設けている。 

なし 卒業生就職先一覧データ 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

卒業生全員の社会的評価を正確に把握できるように今後も就職先の施設との

密接な信頼関係を構築できるよう取り組んでいく。 

なし 

 

 

 

 

 

アスレティックリハビリテーションスポーツトレーナー学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-15-1 卒業生の社会的

評価を把握しているか 

卒業後の活動に関して、把握し

ていきたいと考えている。 

現状として、具体的な取り組み

はできていない。 

SNS などを活用していくこと

で、卒業生の卒業後の活動を把

握していくことを検討してい

きたい。 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

  

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 石橋 真由美 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 寺本 敦司 
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整体セラピスト学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-15-1 卒業生の社会的

評価を把握しているか 

把握するよう努めている 

 

就職後、状況確認をしている

が、卒業生より報告してくれる

ことが多い。 

また、活躍している状況報告を

下さる企業様もあり、継続して

求人票をいただくケースが増

えつつある。 

なし  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

卒業生の活躍状況など含め状況把握を行っている。 結婚・進路変更や、連絡がつかなくなった卒業生もいるため全員の把握はで

きていない。 

 

 

 

 

 

日本語学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-15-1 卒業生の社会的

評価を把握しているか 

把握することが重要である 現状把握できていない 連絡をとっていき、調査をし、

リスト化していき、指導に生か

していく 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

母国に帰国したなど、調査が難しい対象者もいるが日本にいる卒業生も多数

いるので、把握を進めていきたいと思う。 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 蓑田 のり子 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長  髙野 徳一 



83 

ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

4-15-1 卒業生の社会的

評価を把握しているか 

社会で活躍していることは教

育の成果であると考えるため

定期的に卒業生へ連絡をし、状

況を確認する。 

定期的に卒業生に連絡を行い、

状況を確認している。また活躍

している様子を在校生へ紹介

している。 

残念ながら卒業生全員の社会

的評価を把握できていない。 

卒業生就職先一覧データ 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

卒業生全員の社会的評価を把握することは難しいが、できる限り正確に把握

するよう取り組んでいく。 

なし 

 

 
最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 久保 佑生 
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基準５ 学生支援 【平均評定：３．６】 
 

5-16 （1/1） 

5-16 就職等進路 

 

柔道整復学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-16-1 就職等進路に関

する支援組織体制を整

備しているか 

担当者を設置し、学年ごとに

進路希望に対する対応を行う。 

担当の教員を設け、進路相

談、マナー講習会を実施してい

る。又、履歴書の確認、面接練

習などの支援も行っている。 

なし 学科会議議事録 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

関連する業界等と就職に関する連携体制を構築している。積極的に企業説明

会への参加を行っている。 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 社 由洋 
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鍼灸学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-16-1 就職等進路に関

する支援組織体制を整

備しているか 

就職率 100％を目標とする。 学科に就職担当教員を2名配

置。 

面談や求人のファイリング 

だけでなく、学生及び企業と 

の面談を通じ、ミスマッチを 

軽減する。 

キャリアサポートセンター資

料 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学科に 2 名の就職担当を置き、学生及び企業への対応を行う。 なし 

 

 

 

 

 

理学療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-16-1 就職等進路に関

する支援組織体制を整

備しているか 

就職など進路支援のための組

織体制を整備する。 

求人票の掲示や、面接練習、

履歴書の確認などの支援を行

っている。 

なし 学校案内パンフレット 

求人票 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

就職などの進路支援のために、求人票の掲示や面接練習などを実施し、組織

的に体制を構築する。 

なし 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 馬男木亨 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 永野忍 
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作業療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-16-1 就職等進路に関

する支援組織体制を整

備しているか 

進路支援のための組織体制を

整備する。 

就職担当教員1名配置してい

る。 

履歴書作成や面接指導など

を実施している。 

なし  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

進路支援のために就職担当教員を 1 名配置し、教員間での情報共有を図りな

がら、履歴書作成や面接指導を実施する。 

なし 

 

 

 

 

 

看護学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-16-1 就職等進路に関

する支援組織体制を整

備しているか 

就職など進路支援のための組

織体制を整備する。 

就職担当教員を決め、組織体

制を整備している。またゼミ活

動も活用している。 

なし  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

就職など進路支援のために就職担当教員を決め、組織体制を整備している。

また、ゼミ担当教員が個別指導を行っている。 

なし 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 峯﨑 佳世子 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 小山京子 
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歯科衛生学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-16-1 就職等進路に関

する支援組織体制を整

備しているか 

学生の就職希望先への仲介、

受験指導、採用通知書の管理な

どを行う。 

学生には担任が対応し、業界

や求人先に関する情報は学科

長を中心に情報収集すること

で組織的に取り組んでいる。 

なし。 ・就職調査票 

・就職指導用資料 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

進路希望調査を行い、求人内容や特色についての情報提供や面接練習、履歴

書確認等について随時個別対応を行っている。業界や就職に関する情報は、

学科会議内で共有している。 

なし。 

 

 

 

 

生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-16-1 就職等進路に関

する支援組織体制を整

備しているか 

国際事業部と担任が連携し就

職支援を行う。 

早期より介護施設等と連携を

取り、アルバイト雇用から就職

につなげるための取り組みを

行っている。 

学生一人ひとりに合った就職

指導が必要となる。 

施設求人票 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

就職率 100％を達成するため、早期より就職へ繋げるための介護施設に協力

いただき支援を実施している。 

なし 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長補佐  五十嵐 比奈子 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 石橋 真由美 
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アスレティックリハビリテーションスポーツトレーナー学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-16-1 就職等進路に関

する支援組織体制を整

備しているか 

卒業を希望する学生について

は、教員を配置しており希望業

種によって担当教員を配置し

ている。 

週 1 回の就職支援に関する進

捗情報を学生と教員間で情報

共有している。 

学生の希望をどれだけ確認で

きるかが重要であり、コーチン

グ能力の向上が必要だと考え

る。 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

  

 

 

 

 

 

整体セラピスト学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-16-1 就職等進路に関

する支援組織体制を整

備しているか 

就職説明会参加や求人票を見

て方向性を決める 

就職説明会への積極的な参

加の推進と、求人票はファイリ

ングし自由に閲覧できるよう

にしている。 

履歴書のアドバイス・面接の練

習などを行っている。 

なし  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

就職説明会参加から面接までの支援体制を整えている。 なし 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 寺本 敦司 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 蓑田のり子  



89 

日本語学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-16-1 就職等進路に関

する支援組織体制を整

備しているか 

学生一人一人の進路、希望を

確認し、それに適する情報の共

有や、情報の得方の指導、書類

記入の指導を行う 

担任を中心として、学生の面

談、書類記入などの受験のサポ

ート指導を行う 

きめ細やかなサポートが必要

なため、指導側の負担が大き

く、学生自身でできるようにな

る指導を心がける必要がある 

進学で提出した資料 

進学先などの記録 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

日本の進学事情や将来どんな仕事ができるかなどの情報を元々もっていない

ため、学生が希望する将来像を面談で共有し、適した情報を提供する必要が

あるため、今後も進学に関する情報はもちろん、留学生を取り巻く就職事情

に関する情報を学科として蓄え、学生に提供できる体制をこれからも作って

いく。 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長  髙野 徳一 



90 

 

ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-16-1 就職等進路に関

する支援組織体制を整

備しているか 

担任を中心に教員全員で就職

支援を行う。1 年次から就職活

動への意識を持つように取り

組む。 

早期より履歴書やエントリー

シート、面接の指導を行い、円

滑に就職活動が進められるよ

うに努めている。 

学生一人ひとりに合った就職

指導が必要となる。 

就職指導についての資料 

就職活動の記録 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

就職率 100％を達成するため、早期より就職指導を実施している。引き続き、

教員一丸となって取り組み、学生が就職活動に集中できるような体制を整備

していく。 

なし 

 

 
最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 久保 佑生 
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5-17 （1/1） 

5-17 中途退学への対応 

 

柔道整復学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-17-1 退学率の低減が

図られているか 

退学率 0％、進級・卒業率

100％を目指す。 

中途退学の要因、傾向、各学

年における退学者数等を把握

する。 

なし 進級判定会議・卒業判定会議資

料 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

中途退学の要因、傾向、各学年における退学者数等を把握する。その後、学

科会議内で共有、教員間で改善案の話合いを行っている。 

またＦＤ委員会にて、退学率の低減を目指し、勉強会の開催が行われている。 

なし 

 

 

 

 

 

鍼灸学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-17-1 退学率の低減が

図られているか 

退学率 0％を目標に掲げて 

いる。 

担任・副担任との面談実施。 

学業面での補習や寺子屋体 

制。 

担任・担任では対応できない 

案件。 

カウンセラーの先生が対応。 

学生便覧、退学状況の分析記録 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学習面での支援及び学校生活面でも担任・副担任が支援する体制を取ってい

る。 

カウンセラー教員の対応可。 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 社 由洋 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 馬男木亨 
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理学療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-17-1 退学率の低減が

図られているか 

中途退学の低減に向けた学内

における連携体制を構築する。 

試験実施後等、学生全員にお

いて担任による面談を行って

いる。また学内での専任カウン

セリングを実施している。 

退学の意向がある学生の早

期抽出のため、学生や保護者と

の定期的な面談を実施する。 

カウンセリング集計 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

中途退学の低減に向け、退学の意向がある学生の早期抽出のため、学生や保

護者との定期的な面談を実施する。 

なし 

 

 

 

 

 

作業療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-17-1 退学率の低減が

図られているか 

学生の学校生活状況を把握す

る。 

定期的な学生面談を実施後、 

保護者との連携を図ってい

る。 

学習支援を実施している。 

精神面での支援が必要な学

生の対応 

スクールカウンセラーへの

引継ぎ 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

成績不振による中途退学低減に向けて、個々に応じた学習支援（学習方略・

援助要請）を実施する。 

なし 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 永野忍 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 峯﨑 佳世子 
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看護学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-17-1 退学率の低減が

図られているか 

退学に結びつきやすい、心理

面、学習面での指導体制を整備

する。 

定期的に担任やゼミ担当教

員が面談を実施している。 

退学率の低減は図られてい

ないため、今後も定期的な面接

の実施、学習指導の充実を図

る。 

面談報告書 

カウンセリング集計 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

定期的に担任やゼミ担当教員が面談を実施しているが、退学率の低減は図ら

れていないため、今後も定期的な面接の実施、学習指導の充実を図っていく。 

なし 

 

 

 

 

 

歯科衛生学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-17-1 退学率の低減が

図られているか 

入学者全員が卒業することを

目標としている。 

入学時、中間試験、期末試験

後に、担任による面談を行って

いる。 

1 年次前期の退学者防止策と

して、早い時期からキャリア教

育を実施する必要がある。 

・面談記録 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

退学防止に努めているが、1 年次での成績不振による退学者が増加傾向にあ

る。自己効力感を向上させるべく、分かりやすい授業、個別の学習支援、良

好なコミュニケーションに対するアプローチを図っている。 

非認知能力ベースライン調査等を年 5 回実施し、学生の内面的な状況把握に

努めている。アセスメント後のレポート共有会にて退学の可能性がある学生

を分析したうえで、ケース別学生への声掛けや学生のメンタルトレーニング

などを行っている。 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 小山京子 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長補佐  五十嵐 比奈子 
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生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-17-1 退学率の低減が

図られているか 

学生が抱える悩みを相談でき

るよう担任や教員で支援する。 

面談や日頃から声がけを行う

などして、状況を把握するよう

に努めている。 

学生の経済状態や生活環境な

どを把握し、問題が生じた場合

の対応について考える必要が

ある。 

面談記録 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学習面・生活面において、教員ができる限りの支援を行うように取り組んで

いる。国際事業部と学科で情報の共有を行い、正しい対応をするよう努めて

いる。 

なし 

 

 

 

 

 

アスレティックリハビリテーションスポーツトレーナー学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-17-1 退学率の低減が

図られているか 

学生の学校生活状況を把握し、

学生の悩み・心配事などについ

て確認していく。 

週 1 回の面談を実施しており、

学生らの学習スケジュールの

把握をしている。 

提出しない学生もいるため、い

かに学生の近況をいかに把握

していくことを検討していか

なければならない。 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

  

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 石橋 真由美 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 寺本 敦司 
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整体セラピスト学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-17-1 退学率の低減が

図られているか 

人と関わるきっかけ作りや、コ

ミュニケーション能力の向上

の学習の工夫。 

個人の願望を明確にし、様々

なゲームやサロンシミュレー

ションを通して、クラスメイト

との関りを深めている。 

個別面談にて不安要素や生

活リズムの確認をしている。 

併学生は併学先の担任と情

報共有し対応している。また、

保護者にも電話や面談にて情

報共有や意見交換を行ってい

る。 

人との関りが得意ではない

学生の場合、実技は補講等で対

応することもある。 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

願望の明確化と、コミュニケーション能力の向上。 なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 蓑田のり子 
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日本語学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-17-1 退学率の低減が

図られているか 

学生の勉強面だけではなく、

生活面、金銭面に関する悩みな

ど話も含めた親身な相談を 

普段のコミュニケーションに

よる聞き取りに加え、面談を実

施している 

 

なかなか言いにくいこともあ

るので、普段から学生の様子を

観察し、コミュニケーション 

をとり、相談しやすい環境が作

るよう配慮する 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生の悩みや相談を教員間で共有し、すぐに対処できるよう心掛けているが

より正しく、早く対応できるように体制を強化していく。 

 

 

 

 

 

 

ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-17-1 退学率の低減が

図られているか 

学生が抱える悩みを相談でき

るような環境づくりが必要で

ある。 

面談を通して、学生の状況を確

認している。また日頃から声が

けを行うなどして、状況を把握

するように努めている。 

時間を要する場合や、本人の生

活面や経済的状況など配慮が

必要な場合があり、正しい対応

をするように心がける。 

面談記録 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学習面・生活面において、教員ができる限りの支援を行うように取り組んで

いる。情報の共有を行い、正しい対応をするよう努めている。 

なし 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 高野 徳一 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 久保 佑生 
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5-18 （1/1） 

5-18 学生相談 

 

柔道整復学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-18-1 学生相談に関する

体制を整備しているか 

専任カウンセラーの配置

等し、体制を整えておく。 

相談室の設置、学生に対し

て、相談室の利用に関する案内

を行う。 

なし カウンセリング案内文書 

5-18-2 留学生に対する相

談体制を整備しているか 

該当なし 該当なし なし  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

定期的に各担任による個別面談の実施、必要に応じて、相談室利用の案内、

サポートを行う。 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 社 由洋 
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鍼灸学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-18-1 学生相談に関する

体制を整備しているか 

担任・副担任、カウンセラー 

の先生を置く。 

担任・副担任、カウンセラー 

の先生が対応してる。 

生活面に関する事項も増え 

てきており、カウンセラーの 

先生に対応をお願いする。 

校舎内掲示 

5-18-2 留学生に対する相

談体制を整備しているか 

    

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

担任・副担任及びカウンセラーの先生により学生相談体制を整備している。 なし 

 

 

 

 

 

理学療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-18-1 学生相談に関す

る体制を整備している

か 

専任カウンセラーの配置等相

談に関する組織体制を整備す

る。 

学校専任でのカウンセラー

の配置を行っている。 

なし カウンセリング集計 

5-18-2 留学生に対する

相談体制を整備してい

るか 

    

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生相談において専任カウンセラーの配置を行い、支援体制を充実する。  

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 馬男木亨 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 永野忍 
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作業療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-18-1 学生相談に関す

る体制を整備している

か 

担任・副担任 2 名での相談業

務を実施している。 

専任カウンセラーによる体制

を整えている。 

定期的な面談を実施してい

る。 

カウンセラーを配置してい

る。 

なし 

 

 

5-18-2 留学生に対する

相談体制を整備してい

るか 

    

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

担任・副担任及び専任カウンセラーにより学生相談への支援体制を図る。 なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 峯﨑 佳世子 
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看護学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-18-1 学生相談に関す

る体制を整備している

か 

専任カウンセラーの配置等相

談に関する組織体制を整備す

る。 

専任カウンセラーを設置し

ている。 

タイムリーな対応ができる

ようにしていく。 

カウンセリング集計 

5-18-2 留学生に対する

相談体制を整備してい

るか 

該当なし 該当なし   

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

専任カウンセラーを設置し、学生へ個別の対応を行っている。 なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 小山京子 
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歯科衛生学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-18-1 学生相談に関す

る体制を整備している

か 

適切に学生の相談に対応でき

る組織体制を整備する。 

相談内容に応じて学科の全

教員で対応できるようにして

いる。またカウンセリングを利

用できる体制を整えている。 

なし。 ・カウンセリング案内 

5-18-2 留学生に対する

相談体制を整備してい

るか 

    

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生相談は、担任教員が日常的に対応することに加え、状況に応じて学生が

所属する学科内の教員や学校専任のカウンセラーも対応している。 

なし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長補佐  五十嵐 比奈子 
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生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-18-1 学生相談に関す

る体制を整備している

か 

担任を中心とした相談体制、学

生が話しやすい環境づくりを

行う。 

担任をはじめ教員全員が相談

に対応できるように情報共有

を行い体制を整えている。 

学習面・生活面で様々な悩みを

持った学生が相談しやすい環

境を作る。 

面談記録 

5-18-2 留学生に対する

相談体制を整備してい

るか 

担任を中心とした相談体制を

整えている。 

専門知識を持った職員や外国

人スタッフを配置し、生活支援

を行い、外国人相談窓口などの

ポスターも掲示している。 

なし 面談記録 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生個人の日常生活の状況を把握し、学生が相談しやすい環境づくりを整備

する。問題が生じた場合には、専門知識を持った職員と連携し適切な対応を

していく。 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 石橋 真由美 
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アスレティックリハビリテーションスポーツトレーナー学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-18-1 学生相談に関す

る体制を整備している

か 

相談内容によっては、カウンセ

リングルームの利用を勧めて

いる。 

学生とカウンセラーと勘セリ

ングが実施されている。 

カウンセリング内容の共有を

していきたいが、個人情報保護

により実現は難しい。 

 

5-18-2 留学生に対する

相談体制を整備してい

るか 

留学生が在籍していないため、

整備していない。 

 

特になし。 特になし。  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 寺本 敦司 
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整体セラピスト学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-18-1 学生相談に関す

る体制を整備している

か 

学校カンセラーへの予約の案

内や推奨の実施。 

学校カウンセラーによるカ

ウンセリングは、早めに予約し

ないと希望日時が取れない。 

教員への個別相談は随時受

け付けている。 

 

学校カウンセラーへの予約

は早めに行う。 

 

5-18-2 留学生に対する

相談体制を整備してい

るか 

留学生は在籍していない。 なし なし  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校カウンセラーへの予約の案内の実施、個別相談は随時受け付けている。 

留学生は在籍していない。 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 蓑田のり子 



105 

日本語学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-18-1 学生相談に関す

る体制を整備している

か 

担任、留学生生活全般を対応

する部署と連携し、勉強面、生

活面に関する相談に対応でき

る体制を整備している 

担任、留学生生活全般をに対

応できる部署と連携し、対応に

あたっている 

まだまだ把握しきれていない

悩みや相談も多いので、関係部

署との情報共有を強化してい

く必要がある 

 

5-18-2 留学生に対する

相談体制を整備してい

るか 

担任、留学生生活全般を対応

する部署と連携し、勉強面、生

活面に関する相談に対応でき

る体制を整備している 

担任、留学生生活全般をに対

応できる部署と連携し、対応に

あたっている 

まだまだ把握しきれていない

悩みや相談も多いので、関係部

署との情報共有を強化してい

く必要がある 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

保護者が日本にいないことや日本語でまだ気持ちを伝えられない学生も多い

ので、本人が抱える悩みも深刻な場合でも察知するのが難しい場合もあるの

で、関係部署との連携、通訳を駆使して学生が安心して留学生活が送れるよ

うにしていきたいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長  髙野 徳一 
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ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-18-1 学生相談に関す

る体制を整備している

か 

担任を中心とした相談体制、学

生が話しやすい環境づくりを

整備する必要がある。 

担任をはじめ教員全員が相談

に対応できるように体制を整

備している。 

学習面・生活面で様々な悩みを

持った学生が相談しやすい環

境を作っていくよう努力する。 

面談記録 

5-18-2 留学生に対する

相談体制を整備してい

るか 

担任を中心とした相談体制を

整えている。 

専門知識を持った職員や外国

人スタッフを配置し、生活支援

を行っている。 

なし 面談記録 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生が相談しやすい環境づくりを整備し、早期の察知、状況確認を行うよう

努めている。引き続き、問題に対して情報共有をし、専門知識を持った職員

と連携し適切な対応をしていく。 

なし 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 久保 佑生 
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5-19 （1/1） 

5-19 学生生活 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-19-1 学生の経済的側

面に対する支援体制を

整備しているか 

公的機関の支援制度以外で、

独自の支援制度にて入学時の

負担軽減 

公的機関の支援制度を随時

案内。 

入学時の負担軽減処置のた

め、分割支払いなど 

なし 日本学生支援機構 給付・貸与

奨学金案内 

5-19-2 学生の健康管理

を行う体制を整備して

いるか 

保健室の整備、医療機関の併

設により学生の早期受診 

系列のクリニックにて健康

診断の実施 

なし  

5-19-3 学生寮の設置な

ど生活環境支援体制を

整備しているか 

運動、食事などトータル面で

サポートできる体制づくり 

食事付寮などの案内 

学校運営のジムを開放 

 

なし ドーミー小倉学生寮 

5-19-4 課外活動に対す

る支援体制を整備して

いるか 

セミナー開催や、学生のセミ

ナー参加への費用補助 

国際学園主催のトレーナー

セミナー参加費援助 

 

なし  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

経済的支援体制のなかで、学校法人国際学園の奨学金制度や、入学時の負担

軽減処置として学費の分割後納契約制度を実施している。今後も支援体制を

継続していく。 

校舎にクリニックを併設して、健康診断などが受診しやすい環境を整えてい

る。 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学生部 部長  石井 勇一 
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5-20 （1/1） 

5-20 保護者との連携 

 

柔道整復学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-20-14 保護者との連

携体制を構築している

か 

保護者との連携体制を構築す

る。そのための取り組みを行

う。 

入学後、保護者説明会を実施

し、学科・資格・学校生活につ

いての説明を実施。その後、担

任を通じて、定期的に連絡を取

る。 

学年ごとでの実施を検討。 

 

保護者説明会案内文書 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

保護者説明会（合同説明会）を実施すると共に、学生の成績・学校生活面に

おける状況については、各担任より定期的な連絡が行われている。 

なし 

 

 

 

 

鍼灸学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-20-14 保護者との連

携体制を構築している

か 

保護者との連携 学生の状況を必要に応じて、 

保護者に連絡している。 

また、前期後期の定期試験 

ごとに成績の送付 

個人情報。 

個人情報に留意しながら、 

保護者との連携を強化する。 

動態簿、学生指導 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

クラス担任を介した保護者との連携強化。 なし 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 社 由洋 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 馬男木亨 
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理学療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-20-14 保護者との連

携体制を構築している

か 

保護者の理学療法士に対する

職業理解を促す 

保護者オリエンテーション

を実施している。 

なし 保護者オリエンテーション案

内 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

保護者オリエンテーションをすべての学年の保護者を対象として実施し、保

護者の理学療法士に対する職業理解を促進する。 

なし 

 

 

 

 

 

作業療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-20-14 保護者との連

携体制を構築している

か 

国家資格取得に向けて単位修

得状況の連絡及び保護者の作

業療法士に対する職業理解を

促す。 

学生状況に応じた保護者へ

の連絡、面談を実施している。 

成績表を郵送している。 

説明会を実施している。 

なし 各学年説明会資料 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

担任を中心に保護者との連携及び職業理解の促進を図る。 なし 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 永野忍 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 峯﨑 佳世子 
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看護学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-20-14 保護者との連

携体制を構築している

か 

保護者会を通して、学科の教

育方針・教育方法等を知っても

らう。 

年に１回保護者会を開催し、

状況報告等を行っている。 

なし  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

年に１回保護者会を開催し、状況報告等を行い、保護者の看護学科の教育へ

の理解を得られるようにしている。 

なし 

 

 

 

 

 

歯科衛生学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-20-14 保護者との連

携体制を構築している

か 

保護者との信頼関係の構築、

協力体制を図る。 

1 年次 9 月及び 3 年次 12 月

に三者面談を実施している。そ

の他、必要に応じて保護者連絡

を行っている。 

なし。 ・三者面談スケジュール 

・面談記録 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

1 年次 9 月の三者面談にて、学生の状況や生活面、成績等について意見交換

を行っている。保護者一人ひとりと面識を持つことで、その後の学生指導に

対する理解が得やすくなっている。 

なし。 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 小山京子 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長補佐  五十嵐 比奈子 
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生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-20-14 保護者との連

携体制を構築している

か 

学生の出席状況や成績、健康管

理など定期的に保護者に連絡

する必要がある。 

留学生の保護者への連絡はで

きていないが、日本人学生に対

しては保護者を交え担任との

三者面談を行っている。 

今後、同居している留学生の家

族も交えて面談等の実施を検

討する。 

面談記録 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生の学習状況や出欠状況等に問題があれば、保護者に連絡を行い、情報が

共有できるような体制を構築していく。 

なし 

 

 

 

 

 

アスレティックリハビリテーションスポーツトレーナー学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-20-14 保護者との連

携体制を構築している

か 

保護者との連携を構築できる

よう、連絡を密に取るようにし

ている。 

学生の出席状況、成績状況につ

いての書類を郵送している。 

保護者が学校に対し、どのよう

な要望を持っているのかを把

握していける環境構築が必要

である。 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

  

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 石橋 真由美 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 寺本 敦司 
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整体セラピスト学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-20-14 保護者との連

携体制を構築している

か 

保護者も学校での学生の現状

を理解し把握できる状況を構

築する 

欠席・遅刻数が増えつつある

場合、またはコミュニケーショ

ンがとりにくい学生の場合は、

保護者へ連絡し、改善方法を一

緒に考える。 

なし  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

電話連絡・保護者面談の実施 なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 蓑田のり子 
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日本語学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-20-14 保護者との連

携体制を構築している

か 

各学生の母国の両親とつぶさ

に連絡を取るというのは現実

的に難しいところもあるので、

連携が必要な場合はすぐに連

絡を取れる体制をとることが

大切である 

学生に関して必要な場合は、

母国語ができる人を通じて、連

絡、相談ができるようにしてい

る。 

関係部署との連携を強め、す

ぐに対応できるようにしてい

く 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

基本的には学生自身で考え対応してもらうことが多くなるが、緊急時には連

携がとれるよう、現地と連絡できる部署との協力体制を構築していく。 

 

 

 

 

 

ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-20-14 保護者との連

携体制を構築している

か 

学生の出席状況や成績、健康管

理など定期的に保護者に連絡

し、面談等を実施する必要があ

る。 

留学生の保護者への連絡はで

きていない。 

今後、留学生の保護者への連

絡・面談等の実施を検討する。 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生の学習状況や出欠状況等に問題があれば、保護者に連絡を行い、情報が

共有できるような体制を構築していく。 

なし 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長  髙野 徳一 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 久保 佑生 
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5-21 （1/1） 

5-21 卒業生・社会人 

 

柔道整復学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-21-1 卒業生への支援

体制を整備しているか 

卒業生に向け、卒業後も支援

できる体制を整備する。 

学校同窓会の設置、KMS サ

ポート（専用のコミュニティ

SNS）を通して、勉強会・セ

ミナー、研修会を実施する。 

内容の充実化を図る。 KMS サポート案内用紙 

5-21-2 産学連携による

卒業後の再教育プログ

ラムの開発・実施に取

組んでいるか 

  

臨床実習を通して、各企業と

の連携を取り、再教育プログラ

ムの開発に取り組む。 

臨床実習を通して、各企業と

の話し合いを実施し、教育プロ

グラムの考案を行っている。 

内容の充実化を図る 学科会議議事録 

5-21-3 社会人のニーズ

を踏まえた教育環境を

整備しているか 

外部との連携を図り、求めら

れるニーズの内容を把握し、教

育に反映させる。 

教育課程編成委員会や臨床

実習会議を実施し、学校に求め

られる技術・知識・人間性を把

握、学校教育に反映させる。 

なし 教育課程編成委員会議事録   

臨床実習会議資料 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

臨床実習が始まった事により、外部企業や卒業生の就職先企業との連携がと

りやすくなり、定期的な話合いができている。その中でプログラムの開発に

取り組めている。 

なし 

 

 
 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 社 由洋 
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鍼灸学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-21-1 卒業生への支援

体制を整備しているか 

就職活動の活用 卒業生でも就職活動のため 

求人の閲覧等を可能として 

いる。 

閲覧場所について。 

鍼灸学科フロア以外に職員 

室に保管した求人一覧の閲 

覧を可能にしている。 

キャリアサポートセンター資

料 

5-21-2 産学連携による

卒業後の再教育プログ

ラムの開発・実施に取

組んでいるか 

  

 卒業生への学会・研修会への 

案内 

 卒業後連絡先情報一覧を用 

いるか、SNS 等を用いての  

の連絡方法を検討している。 

卒業後連絡先情報一覧 

5-21-3 社会人のニーズ

を踏まえた教育環境を

整備しているか 

学生のニーズに応じた環境整 

備の実施 

 

各学年での面談を実施し、 

その中で学生の要望等を聴 

取している。 

面談期間以外での対応。 

 担任制を実施しているので、 

 都度担任が対応する。 

鍼灸学科学生指導 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

卒業生への支援体制の強化、卒後教育の一環として、学会や研修会などの案

内を情報として提供、また学生面談を通した学生ニーズの聴取を行う。 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 馬男木亨 
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理学療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-21-1 卒業生への支援

体制を整備しているか 

卒業生に対する研究支援を実

施する 

卒業生の進学に関する相談

を受け付けている 

保健学領域のみの研究支援

のみであるため、人文科学領域

の研究支援体制を構築する。 

学術報告会 

5-21-2 産学連携による

卒業後の再教育プログ

ラムの開発・実施に取

組んでいるか 

  

卒業生に対する技術研修を実

施する。 

国際学園にて実施している

研修を受講できる体制を構築

している。 

なし List-j 会員制度 

5-21-3 社会人のニーズ

を踏まえた教育環境を

整備しているか 

社会人学生の入学動機を確認

し、学修支援体制を構築する。 

授業時間外の時間を使用し

て学習支援を行っている。 

なし 時間割 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

卒業生への継続した学習支援や、社会人学生に対する学習支援体制の充実を

図る。 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 永野忍 
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作業療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-21-1 卒業生への支援

体制を整備しているか 

個別での再就職支援や相談に

対応している。 

求人案内の提供や業務遂行

のためのアドバイスを実施し

ている。 

卒業生全体に向けた研修会

の実施 

求人票 

5-21-2 産学連携による

卒業後の再教育プログ

ラムの開発・実施に取

組んでいるか 

  

卒業生へ学会、研修会への案

内をしている。 

 学校内での研修会の構築。  

5-21-3 社会人のニーズ

を踏まえた教育環境を

整備しているか 

社会人学生の学習支援体制を

構築する。 

学業を遂行する上での定期

的な面談と学習支援を実施し

ている。 

なし 

 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

卒業生への就職や学習支援、社会人学生に対する学習支援を実施する。 なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 峯﨑 佳世子 
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看護学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-21-1 卒業生への支援

体制を整備しているか 

国家試験不合格者及び卒後の

指導体制を整備する。 

国家試験不合格者について

は、聴講生制度や学習指導、国

試模試の受講など、個別対応を

充実させている。 

なし 聴講生制度について 

聴講生証 

5-21-2 産学連携による

卒業後の再教育プログ

ラムの開発・実施に取

組んでいるか 

  

Listj の卒業生の研修制度を

活用する。 

在学中から Listj の活用につ

いて説明し、卒業後も活用でき

るよう紹介している。 

なし 学生便覧 

Listj 制度 

 

5-21-3 社会人のニーズ

を踏まえた教育環境を

整備しているか 

面談にて個別の支援方法を検

討する。 

定期的に担任が個人面談を

行い支援している。 

なし  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

国家試験不合格者については個別対応を充実させている。社会人学生につい

ても個人面談等で支援している。 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 小山京子 
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歯科衛生学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-21-1 卒業生への支援

体制を整備しているか 

聴講生制度 KMS サポート等

の制度に則る。 

卒業後も希望する者につい

ては、科目履修や KMS サポー

トを継続して受けることがで

きる旨を案内している。 

なし。 ・聴講生制度 

・聴講生志願書 

5-21-2 産学連携による

卒業後の再教育プログ

ラムの開発・実施に取

組んでいるか 

  

設定していない。 福岡県歯科衛生士会が企画

する新人研修会の企画運営に

専任教員が参画している。また

卒業時に同研修会の紹介を行

っている。 

学校独自の再教育プログラ

ムの開発・実施は厳しいため、

引き続き福岡県歯科衛生士会

と連携し、卒後研修の紹介を行

い、参加を促す。 

・福岡県歯科衛生士会卒業生説

明資料 

5-21-3 社会人のニーズ

を踏まえた教育環境を

整備しているか 

専門性の高い教育を提供す

る。 

大学等で既に修得した単位

については。既修得単位の認定

を行っている。 

教育環境に対する社会人の

ニーズ調査を行う必要がある。 

・学生便覧 

・既修得単位認定願 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

卒業生に対しては、卒業後も科目履修や無料就職斡旋を受けられる等の支援

を行っている。社会人入学者も増加しているため、社会人ニーズを把握し、

教育環境を整える必要がある。 

なし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長補佐  五十嵐 比奈子 
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生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-21-1 卒業生への支援

体制を整備しているか 

卒業後の相談や求人、キャリア

アップ等の支援ができるよう

な体制づくりが必要である。 

定期的に卒業生への連絡や、就

職先へ卒業生の状況を確認し

ている。 

転職や生活面の支援体制を強

化していく。 

卒業生アンケート 

5-21-2 産学連携による

卒業後の再教育プログ

ラムの開発・実施に取

組んでいるか 

  

産学連携による卒業後の再教

育プログラムは重要な取り組

みであると考え、今後、卒業生

に対し、開発・実施したいと考

えている。 

卒業生への学習の場・再教育の

場が提供できるよう就職先の

施設と連携しながら体制づく

りを行う。 

再教育プログラムの取り組み

を検討する。 

なし 

5-21-3 社会人のニーズ

を踏まえた教育環境を

整備しているか 

社会人への学習の場を提供す

ることは重要であるが、そこま

での整備は出来ていない状況

である。今後検討する必要が有

ると考えている。 

社会人のニーズを把握し、教育

が提供できるような体制を整

備する必要がある。 

常に社会人のニーズの情報を

収集し、教育ができるよう環境

を整備する。 

なし 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

関係部署と連携しながら卒業生への支援体制を強化していく。卒業生や社会

人に対して、可能な限り支援を実施していきたい。 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 石橋 真由美 
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アスレティックリハビリテーションスポーツトレーナー学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-21-1 卒業生への支援

体制を整備しているか 

整備している。 資格試験対策、スポーツ現場実

習などの場を提供している。 

日程が限定されているので、参

加する卒業生が少ない。 

 

5-21-2 産学連携による

卒業後の再教育プログ

ラムの開発・実施に取

組んでいるか 

  

行っていない。 関連業界などとの間で連携す

る機会を設けられていない。 

検討課題とする。  

5-21-3 社会人のニーズ

を踏まえた教育環境を

整備しているか 

社会人ニーズに沿った教育環

境を提供していきたいと考え

ている。 

現状としては、既修得単位のみ

しか実施されていない。 

既修得単位外でも実施できる

のかを検討課題としていく。 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 寺本 敦司 
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整体セラピスト学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-21-1 卒業生への支援

体制を整備しているか 

卒業後も相談を受ける体制は

在学中と変わりない。 

再就職先の相談を受け、企業

様を紹介し採用された。 

なし  

5-21-2 産学連携による

卒業後の再教育プログ

ラムの開発・実施に取

組んでいるか 

  

Listj は在学中から周知して

いる。 

Listj は入学前より内容の説

明をしており、在学中は活用し

ている。 

なし  

5-21-3 社会人のニーズ

を踏まえた教育環境を

整備しているか 

整備できている。 社会人が毎年数名入学し、優

秀な成績で卒業している。 

なし  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

卒業生・社会人のその時々の相談やニーズに応える準備は整えている なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 蓑田のり子 
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日本語学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-21-1 卒業生への支援

体制を整備しているか 

進路先を確認、共有し、その

後の就職先まで把握し、今後の

指導に生かしていく必要があ

る。 

進路先は把握しているが、そ

の後の就職先などの調査まで

はできていない。 

卒業生との連絡を強化し、今

後の進路指導にいかしていき

たい 

進路記録 

5-21-2 産学連携による

卒業後の再教育プログ

ラムの開発・実施に取

組んでいるか 

  

なし なし なし  

5-21-3 社会人のニーズ

を踏まえた教育環境を

整備しているか 

生活等で必要な日本語の学習

させる 

生活で使用する日本語を授

業で教えている 

あらゆる場面で実践的な日

本語を教授できるよう努める 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

日本社会でニーズが高まる中で、活躍できるよう教育、サポートをしていき

たい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 髙野 徳一 
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ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

5-21-1 卒業生への支援

体制を整備しているか 

卒業後の相談や求人、キャリア

アップ等の支援ができるよう

な体制づくりが必要である。 

定期的に卒業生へ連絡をし、状

況を確認している。 

転職や生活面の支援体制を強

化していく。 

卒業生アンケート 

5-21-2 産学連携による

卒業後の再教育プログ

ラムの開発・実施に取

組んでいるか 

  

産学連携による卒業後の再教

育プログラムは重要な取り組

みであると考え、卒業生に対

し、開発・実施したいと考えて

いる。 

卒業生への学習の場・再教育の

場が提供できるよう体制づく

りを行う。 

再教育プログラムの取り組み

を検討する。 

 

5-21-3 社会人のニーズ

を踏まえた教育環境を

整備しているか 

社会人への学習の場を提供す

ることは重要である。 

社会人のニーズを把握し、教育

が提供できるような体制を整

備する必要がある。 

常に社会人のニーズの情報を

収集し、教育ができるよう環境

を整備する。 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

関係部署と連携しながら卒業生への支援体制を強化していく。卒業生や社会

人に対して、可能な限り支援を実施していきたい。 

なし 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 久保 佑生 
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基準６ 教育環境 【平均評定：３．５】 
 

6-22 （1/1） 

6-22 施設・設備等 

 

柔道整復学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-22-1 教育上の必要性

に十分対応した施設・

設備・教育用具等を整

備しているか 

教育上必要な設備・教育用具

を過不足なく整備する。 

前準備を十分に行い、学生が

学ぶ上で必要な教材、設備、教

育用具を揃える。 

なし 教材一覧、学科保管用教育用具

一覧 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学年末に設備・教育用具の点検を行い、十分な設備環境を取れるよう、準備

している。 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 社 由洋 
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鍼灸学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-22-1 教育上の必要性

に十分対応した施設・

設備・教育用具等を整

備しているか 

十分な施設及び設備を整備す

る。 

養成施設指導要領に定めら 

れた器械器具、標本及び模 

型、図書並びにそのたの備品 

を備えている。 

 学校設置認可申請書、教室配置

図、時間割、専修学校報告書 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

養成施設指導要領に定められた器械器具、標本及び模型を講義の中でも使

用し、図書室も図書閲覧として使用している。 

なし 

 

 

 

 

 

理学療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-22-1 教育上の必要性

に十分対応した施設・

設備・教育用具等を整

備しているか 

学校指定規則に記載している

施設・設備・教育用具等を整備

する。 

指定規則を遵守し、施設・設

備・教育用具等を整備してい

る。 

なし 学校指定規則 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校指定規則に記載している施設・設備・教育用具等を整備する。 なし 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 馬男木亨 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 永野忍 
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作業療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-22-1 教育上の必要性

に十分対応した施設・

設備・教育用具等を整

備しているか 

指定規則に記載している施

設、設備、教育用具等を整備し

ている。 

指定規則を遵守した施設、設

備、教育用具等を整備してい

る。 

なし 学校指定規則 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校指定規則に記載している施設、設備、教育用具等を整備する。 なし 

 

 

 

 

 

看護学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-22-1 教育上の必要性

に十分対応した施設・

設備・教育用具等を整

備しているか 

「看護師等養成所の運営に関

する指導ガイドライン」をもと

に整備する。 

「看護師等養成所の運営に

関する指導ガイドライン」を確

認し整備している。 

なし 看護師等養成所の運営に関す

る指導ガイドライン 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

「看護師等養成所の運営に関する指導ガイドライン」を確認し整備できてい

る。 

なし 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 峯﨑 佳世子 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 小山京子 
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歯科衛生学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-22-1 教育上の必要性

に十分対応した施設・

設備・教育用具等を整

備しているか 

歯科衛生士学校養成所指定規

則に則る。 

指定規則を遵守し、施設・設

備・教育用具等を整備してい

る。 

なし。 学校指定規則 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

歯科衛生士学校養成所指定規則に記載されている施設・設備・教育用具等を

整備している。 

なし。 

 

 

 

 

生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-22-1 教育上の必要性

に十分対応した施設・

設備・教育用具等を整

備しているか 

ある程度の教育上、必要な施設

及び設備は整えているが、十分

とは言えない。今後も満足に行

く補充を検討する必要がある。 

実技に必要な設備に関しては

最低限そろえることができて

いるが、補充が必要。 

演習が行える部屋はあるが、全

ての演習が行えるものではな

いため、授業に取り入れられな

い演習は介護実習現場で体験

させていただく。 

備品管理表 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

施設・設備に関して、十分に整備できているとは言えない。学生が満足する

ことができる講義・実技等を行っていくためには、備品の確保や実習現場と

の連携の必要がある。 

なし 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長補佐  五十嵐 比奈子 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 石橋 真由美 
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アスレティックリハビリテーションスポーツトレーナー学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-22-1 教育上の必要性

に十分対応した施設・

設備・教育用具等を整

備しているか 

教育上に必要となるものがあ

れば、早急に整備するように心

がけていける。 

必要に応じて、学外の施設を使

用し、適宜教育上に必要な設

備・教育用具等を準備してい

る。 

特になし。 

 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

  

 

 

 

 

 

整体セラピスト学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-22-1 教育上の必要性

に十分対応した施設・

設備・教育用具等を整

備しているか 

授業の事前準備はできてい

る。 

特に実技に関する備品・消耗

品類は整理整頓し学生も分か

るようにしている。不足分は直

ぐに補充可能である。 

なし  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

授業に必要な設備・備品・消耗品は事前準備をしている。 なし 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 寺本 敦司 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 蓑田 のり子 
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日本語学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-22-1 教育上の必要性

に十分対応した施設・

設備・教育用具等を整

備しているか 

教育上必要十分な設備、教育

用具を整備する必要がある。 

必要なものがそろっている。 古くなったり、傷んでいるも

のもあるので買い替える必要

がある。 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

今あるものを大切につかいつつ、教育に関するものには惜しみなく交換投資

定期、環境を整えていきたいと思う。 

 

 

 

 

 

ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-22-1 教育上の必要性

に十分対応した施設・

設備・教育用具等を整

備しているか 

教育上、十分な施設及び設備を

整備する必要がある。 

実技に必要な設備に関しては

最低限そろえることができて

いる。 

科目によっては実習室がない

ため、今後もホテルやウエディ

ング会場などを借りて、実技を

行う必要がある。 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

施設・設備に関して、十分に整備できているとは言えない。今後も企業など

と連携し、学生が満足することができる講義・実技等を行っていく必要があ

る。 

なし 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長  髙野 徳一 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 久保 佑生 
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6-23 （1/1） 

6-23 学外実習、インターンシップ等 

 

柔道整復学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-23-1 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修等の実施体制を整備

しているか 

学外実習・インターン等につ

いて、実施要綱・マニュアルを

整備し、適切に運用・実施する。 

学科教員・学生主体となって

計画、参加している。 

なし 臨床実習指導要綱、臨床実習会

議資料、学外研修会案内資料 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

年度開始時に実施要項やマニュアルについての内容検討・修正が行われてい

る。また実施要項に基づいて、充実した学外実習やインターンシップが実施

出来ている。 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 社 由洋 
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鍼灸学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-23-1 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修等の実施体制を整備

しているか 

解剖学実習への参加 毎年２年生が解剖学実習へ 

の参加をしている。 

体調不良学生の対応。 

教員が引率し対応する。 

実習手引き 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

人体に対する知識を深めるたけでなく、医療人としての心も学ぶ機会になっ

ている。 

なし 

 

 

 

 

 

理学療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-23-1 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修等の実施体制を整備

しているか 

学外実習について、異議や教

育課程上の位置づけを明確に

し、実施要綱・マニュアルを整

備し、適切に運用する。 

臨床実習指導要綱に明文化

し運用している。 

なし 臨床実習指導要綱 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学外実習等について、異議や教育課程上の位置づけを明確にし、実施要綱・

マニュアルを整備し、適切に運用する。 

なし 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 馬男木亨 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 永野忍 
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作業療法学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-23-1 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修等の実施体制を整備

しているか 

学外実習の意義や教育課程で

の位置づけを明確にし、実施要

綱やマニュアルを整備、適切に

運用する。 

実習施設との連携を図るた

め、会議を実施している。 

臨床実習指導要綱を作成し

ている。 

実習施設の確保。 臨床実習指導要綱 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学外実習の意義や教育課程での位置づけを明確にし、実施要綱やマニュアル

を整備、適切に運用する。 

なし 

 

 

 

 

 

看護学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-23-1 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修等の実施体制を整備

しているか 

臨地実習等について、意義や

教育課程上の位置づけを明確

にし、実習要綱・指導要綱を整

備して適切に運用する。 

実習要綱・指導要綱等を整備

し明確にしている。 

なし 臨地実習要綱 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

臨地実習について、実習要綱・指導要綱等を整備し運用している。 なし 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 峯﨑 佳世子 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 小山京子 



134 

歯科衛生学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-23-1 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修等の実施体制を整備

しているか 

歯科衛生士学校養成所指定規

則に則る。 

臨地・臨床実習指導要綱を作

成し、明確にしている。 

教育効果の向上を目指すた

めには、実習指導要綱、実習施

設については年度毎の見直し

を行う必要がある。 

・臨地・臨床実習要綱 

・臨床実習先一覧表 

・実習施設契約書 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

歯科衛生士学校養成所指定規則に掲げられている「臨地実習の教育実施上の

留意事項」および「実習施設に関する事項」に沿って学外実習を整備してい

る。 

なし。 

 

 

 

 

生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-23-1 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修等の実施体制を整備

しているか 

実習やインターンシップは専

門知識と技術を修得する良い

機会であり、重要なものだと考

えている。 

実習は行っているが、インター

ンシップや海外研修などの実

施体制の整備は出来ていない。 

実習は単位取得のため必須だ

が、インターンシップは現在行

っていない。今後はインターン

シップも検討しようと考えて

いる。 

実習の手引き 

シラバス 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

実習に関して、実習前指導を行い実習の意義や目的を伝えるようにしている。

実習の際に実習施設からいただいた評価を学生へ伝え、勉強意欲や就職意識

の向上につなげていきたい。 

また、インターンシップについては今後検討していく。 

なし 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長補佐  五十嵐 比奈子 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 石橋 真由美 
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アスレティックリハビリテーションスポーツトレーナー学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-23-1 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修等の実施体制を整備

しているか 

積極的に学外実習を採用して

いき、学生らに経験の場を提供

していきたい。 

現状としては、スポーツ現場に

出向き、経験値を高めていける

ようにしている。 

まだ、実習地が不足しているた

め、地域のスポーツ活動、学校

現場への参加を検討していく。 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

  

 

 

 

 

 

整体セラピスト学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-23-1 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修等の実施体制を整備

しているか 

学外実習としてグループの鍼

灸整骨院における臨床現場実

習にてセラピストとしての在

り方を学ぶ 

学生は実習の自己評価や感

想文の提出、現場実習担当者か

らは実習評価を提出してもら

っている。 

なし  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

臨床現場実習にて在り方を学ぶ なし 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 寺本 敦司 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 蓑田 のり子 
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日本語学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-23-1 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修等の実施体制を整備

しているか 

なし なし なし  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

  

 

 

 

 

ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-23-1 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修等の実施体制を整備

しているか 

実習やインターンシップは専

門知識と技術を修得する良い

機会であり、重要なものだと考

えている。 

学外実習・インターンシップは

実践的な技術を身に付けるこ

とができるため、積極的に進め

ている。 

実習やインターンシップで出

た学生に対しての改善点・反省

点を必ずフィードバックする

ようにしていく。 

インターンシップ規定 

時間割 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

実習やインターンシップに関して、事前に説明を行い参加すること目的や大

切さを伝えるようにしている。実習の際に企業側からいただいた評価を学生

へ伝え、勉強意欲や就職意識の向上につなげていきたい。 

なし 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 髙野 徳一 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学科長 久保 佑生 
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6-24 （1/1） 

6-24 防災・安全管理 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

6-24-1 防災に対する組

織体制を整備し、適切

に運用しているか 

法律に基づき、消防計画の作

成、運用 

計画通りに訓練など実施 各校舎での防火管理者選任

が望ましい 

九州医療スポーツ専門学校 

消防計画 

6-24-2 学内における安

全管理体制を整備し、

適切に運用しているか  

防犯カメラなどによる、セキ

ュリティの整備 

組織図の整備・更新、報連相

の徹底 

学校運営の組織図に基づき、 

緊急時の対応実施 

なし 学校法人国際学園 組織図 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

防災に関しては、法律に基づき運用している。 

安全管理体制についても、委託業者などと連携して取り組んでいる。 

今後も防災・安全管理を継続していく。 

 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学生部 部長  石井 勇一 
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基準７ 学生の募集と受入れ 【平均評定：４．０】 
 

7-25 （1/1） 

7-25 学生募集活動は、適正に行われているか 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

7-25-1 高等学校等接続

する教育機関に対する

情報提供に取組んでい

るか 

本校の教育活動や育成する人

財像を高等学校等に情報をお

伝えする。 

感染症対策への意識を継続

して活動をしている為に必ず

訪問時は許可を頂く様にして

訪問の実施を継続している。 

 

入学時の案内だけでなく、卒

業後の様子が分かる冊子の作

成を行っていく。 

報告書 

7-25-2 学生募集活動を

適切かつ効果的に行っ

ているか 

専各協会の方針に沿った案内

を行っている。 

明確な記載がある資料の配

布をしている。 
Web 出願手続き、県外入試

の実施計画を行い、受験生が

良い環境で受験が出来る体

制を整えて行く。 

報告書 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

これまでに行って来た学生募集を継続して行っていく。 

高校訪問、オープンキャンパス、出張講義等の開催、参加を実施して行く。

また、コロナ禍では実施が出来なかったイベントの開催を積極的に行い、

より多くの方に業界を知って頂く取り組みも行う。 

Web出願手続き及び県外入試の実施計画を行い、受験生がより良い環境で

受験が出来る体制を整えて行く。 

 
最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 広報部長 大庭 俊輔 
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7-26 （1/1） 

7-26 入学選考 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

7-26-1 入学選考基準を

明確化し、適切に運用

しているか 

入試選考基準に則り、合否判

定を決定 

判定基準に通りに先行を実

施している 

なし 入試判定結果 

7-26-2 入学選考に関す

る実績を把握し、授業

改善等に活用している

か 

基礎学力に応じた授業展開を

目指す 

入学試験および入学前課題

を元にした入学直後に学力試

験を実施する 

特になし 入試判定結果 

入学前課題 

入学前課題確認テスト 

入学前課題確認テスト成績 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

現状の運用を継続して行う なし 

 
最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学生部長 石井 勇一 
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7-27 （1/1） 

7-27 学納金 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

7-27-1 経費内容に対応

し、学納金を算定して

いるか 

経費内容に対応した学納金を

算定する 

学納金の算定内容、決定の過

程を明確にしている 

なし 学生募集要項 

7-27-2 入学辞退者に対

し、授業料等について、

適正な取扱を行ってい

るか 

文部科学省の入学辞退者に対

する授業料等の取扱いについ

て（通知）に基づき、募集要項

に明示して取り扱う 

初年度納付金納入後の入学

辞退者に対しては、入学金以外

の納付金は速やかに返金手続

きを行っている 

なし 学生募集要項 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

現状の対応を継続して行う。 なし 

 

 
最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 学生部長 石井 勇一 
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基準８ 財務 【平均評定：４．０】 
 

8-28 （1/1） 

8-28 財務基盤 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

8-28-1 学校及び法人運

営の中長期的な財務基

盤は安定しているか 

定員充足率の推移の把握し、収

支のバランスを取り、中長期的

な財政基盤を安定させる。 

安定している。 特に無し。  

8-28-2 学校及び法人運

営にかかる主要な財務

数値に関する財務分析

を行っているか 

最近 3 年間の財産目録・貸借

対照表等の数値によって財務

分析を行う。 

外部コンサルタントも含め行

っている。 

特に無し。  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

各施設団体等に提出する必要があるものが多く、収支計算書や償還計画など、 

一年中扱っていることが多い。財政基盤として、学生の確保が最重要課題だ

と認識している。 

コロナ禍の終息に伴い、留学生の入学状況もコロナ前に戻りつつある。 

 
最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 事務局長 西 田 真 紀 
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8-29 （1/1） 

8-29 予算・収支計画 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

8-29-1 教育目標との整

合性を図り、単年度予

算、中期計画を策定し

ているか 

予算編成に際して、教育目標、

中期計画、事業計画等と整合性

を図る。 

整合性を図っている。 特に無し。  

8-29-2 予算及び計画に

基づき、適正に執行管

理を行っているか 

予算の執行計画を策定すると

ともに適正に予算を執行する

ためのチェック体制を整備す

る。 

会計士を含めた毎月のチェッ

クを行っている。 

特に無し。  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

理事会を通して予算案の策定発表、また補正予算案等も発表し確認を試みて

いる。 

 

 
最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 事務局長 西 田 真 紀 
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8-30 （1/1） 

8-30 監査 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

8-30-1 私立学校法及び

寄附行為に基づき、適

切に監査を実施してい

るか 

私立学校法および寄附行為に

基づき適切に監査を実施する。 

監査報告書を作成し、理事会に

報告する。 

適切に実施している。 特に無し。  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

監事による監査はもちろんこと、会計士との連携も取り、定期的に状況報告

と確認を行っている。 

 

 

 
最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 事務局長 西 田 真 紀 



144 

8-31 （1/1） 

8-31 財務情報の公開 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

8-31-1 私立学校法に基

づく財務情報公開体制

を整備し、適切に運用

しているか 

財務公開規定を整備し、公開が

義務づけられている事項につ

いて、ホームページ等で適切に

公開する。 

適切に運用している。 特に無し。  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

今後も、情報公開について積極的な公開を心がけるとともに、適正な情報を公 

開することを前提に作成していく。 

 

 
最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 事務局長 西 田 真 紀 
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基準９ 法令等の遵守 【平均評定：３．８】 
9-32 （1/1） 

9-32 関係法令、設置基準等の遵守 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

9-32-1 法令や専修学校

設置基準等を遵守し、

適正な学校運営を行っ

ているか 

関係法令および設置基準等に基

づき、学校運営を行うとともに、

必要な諸届を行う。 
 

適切に行っている。 特に無し。  

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

法令遵守を第一義に、規則・規程についても必要に応じて順次、整備を図ってい 

る。規則・規程についてはさらに整備を図る必要がある。 

 

 
最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 事務局長 西 田 真 紀 
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9-33 （1/1） 

9-33 個人情報保護 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

9-33-1 学校が保有する

個人情報保護に関する

対策を実施しているか 

個人情報保護に関する取り扱

い方針・規定を定め適切に運用

する。 

適切に行っている。 特に無し。  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

個人情報の保護については規定に基づいて徹底した管理を行っているが、複

数サーバの存在が不正アクセスの侵入口を増やしている原因となっている。

不正アクセス防止のためのセキュリティは講じているが、進化する不正アク

セスに対するさらなるセキュリティ強化が必要と考えられる。 

 

 
最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 事務局長 西 田 真 紀 
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9-34 （1/1） 

9-34 学校評価 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

9-34-1 自己評価の実施

体制を整備し、評価を

行っているか 

毎年度各部署において学校評

価を実施し、より良い学校を目

指す。 

各部署において事業年度ご

とに自己評価を行って課題を

見出し、改善する。 

PDCA サイクルを活用して

前年度の課題に対する取組み

の見直しを図っている。 

「自己点検・自己評価に関する

規程」 

「学校関係者評価委員会に関

する規程」 

9-34-2 自己評価結果を

公表しているか 

自己評価報告書の完成ととも

に、本校 HP 上において公開す

る。 

自己評価報告書の完成とと

もに、本校 HP 上において公開

している。 

なし 「本校 HP」 

「自己評価報告書」 

9-34-3 学校関係者評価

の実施体制を整備し評

価を行っているか 

学校関係者評価委員会におい

て自己評価報告書を評価して

もらい、改善点を見出す。 

学校関係者評価委員会にお

いて自己評価報告書を評価し

てもらい、改善点等について提

起して頂いている。 

学校関係者評価委員会にお

いて提起がなされた改善点に

つき、優先順位の高いものから

順次対応している。 

「学校関係者評価委員会報告

書」 

9-34-4 学校関係者評価

結果を公表しているか 

学校関係者評価結果は学校関

係者評価委員会報告書に取り

まとめ、それを本校 HP 上にお

いて公開する。 

学校関係者評価委員会報告

書を本校 HP 上において公開

している。 

なし 「本校 HP」 

「学校関係者評価委員会報告

書」 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

毎年 6 月に学校関係者評価委員会を開催し、自己評価報告書をもって評価頂

いている。その評価は学校関係者評価委員会報告書に取りまとめ、それを本

校 HP 上に公開している。 

なし 

 
最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 副校長  味村 吉浩 
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9-35 （1/1） 

9-35 教育情報の公開 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

9-35-1 教育情報に関す

る情報公開を積極的に

行っているか 

教育情報について可能な限り

本校 HP 上において公開する。 

本校 HP（情報の公表）に取

りまとめるかたちで教育情報

について公開しいる。 

なし 「本校 HP」 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教育情報として、「教育理念」「教育目標」「専門学校における情報提供等への

取組みに関するガイドラインの項目に対する本校の情報提供内容」「新法省令

確認申請書」「シラバス」「成績管理の実施及び卒業認定について」「職業実践

専門課程認定学科における基本情報」「教員名簿」「授業実施計画」「学校行事・

課外活動」「日本語課程修了者の日本語能力習得状況等」等について、本校

HP 上において公開している。 

なし 

 

 
最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 副校長  味村 吉浩 
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基準１０ 社会貢献・地域貢献 【平均評定：４．０】 
 

10-36 （1/1） 

10-36 社会貢献・地域貢献 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

10-36-1 学校の教育資

源を活用した社会貢

献・地域貢献を行って

いるか 

学校施設をはじめ、各学科教員

の知識や技術を社会貢献や地

域貢献へと活かす 

高等学校等へのトレーニング

指導など 

特になし 学校施設貸与規程 

トレーニング指導派遣記録 

10-36-2 国際交流に取

組んでいるか  

海外教育機関学生の研修受入

れを行うなどして国際交流を

図る 

海外教育機関学生の研修受入

れ 

特になし 学校パンフレット 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

  

 
最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 副校長  味村 吉浩 
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10-37 （1/1） 

10-37 ボランティア活動 

 

小項目 ア 考え方・方針・目標 イ 現状・具体的な取組等 ウ 課題と解決方向 エ イの参照資料等 

10-37-1 学生のボラン

ティア活動を奨励し、

具体的な活動支援を行

っているか 

いろんなボランティア活動を

学生に経験させて知見を広め

る 

教務部が窓口となってボラン

ティアの案内、支援を行うとと

もに、学内でボランティア活動

に係る報告の機会を設けてい

る。 

特になし ボランティアスタッフ募集関

連受領文書 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

  

 

 

 

最終更新日付 令和６年３月３１日 記載責任者 副校長  味村 吉浩 


